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で
ば
®-

近
數
年
間
に
鐵
道
の
建
設
も
相
當
に
行
は
れ
て
居
る
が
、
公
路
即
ち
道
路
の
建
設
に
至

9
て
は
1
.層
盛
ん
：に
行
は
れて
居
る
。

㈣
 

,
.のS

に
就
•て
は
我
が
鐵
道
省
に
於
て
も
數
年
前
が
ら
撞
今
硏
铊
彌
査
さ
れ
て
居
る
所
で
あ
つ

て

、
其
の
中
の
一：

部
は
時
々
運
輸
局
發
行
：の
月
刊

「

外 

:

國
錙
遒
觸
査
資
料
し
妃-%
難
行
の
諸
刊
行
物
中
に
も
發
書
れ
ヴ
侰
り
ノ
上
.海
辦
事
處
で
も
比
較
的
に
鰌
嘍
つ
た
も
の
は
雖
行
の
，刊

行
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鐵
道
部
成
立
後
の
，支

那

鐵

道. -
^

の
.

1

寧
と
し
て
、
然'ら
ざ
る
も
の
は
調
蜜
資
料
え
し
て
之
を
頒
つ
て
.居
る
。
今
此
£

文
を
作
る
に
當
つ 

•
て
は
生
と
し
で
配
等‘の
尤
1

を
利
用
じ
た
。
咖
の
機#:
に
於
て
、
苹
來
一
外
國
鐵
道
調
査
資
料
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を
恵
贈
さ
れ
つ
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あ
る
鐡
道
省
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輸
局
に
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し
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あ
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國
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1
九
三
三
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に
成
究
し
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路
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那
ぬ
於
ゆ
奋
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建
設
及
び
道
路
運
送
の
管
理
を
も

其
，の
棘
管
事
項
の
1

ど
.し
で
思
も
所
の
4

^

れ

ば
:'

民
國
ニ
十
四
年

(
一

九
三
瓦
年)

十
|

一
月
末
に
於
け
る
全
國
道
路
の
路
線
全
長
は
十
六
萬
，三
千
十
八
秆
、
そ
の
：中
で
通
車
路
線
即 

.ち
自
動
車
を
通
じ
得
る
路
線
は
九
萬
六
千

.四
百
三
十
五
秆
、
路
面
の
鋪
裝
さ
れ
て
居
る
も
の
一
萬
八
千
三
百
五
十
五
钎
に
達
し
て
居
る
。 

而
し
て
此
办
中
か
ら
所
謂
衆
北
西
贫
即
ち
獨
立
し
て
滿
洲
國
と
が
っ
た

’も
の
办
部
分
を
控
除
ず
る
と
、
路
線
全
長
十
四
萬
七
千
四
百
七
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，
十
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四
籽
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裝

路—*
萬
八
千
一

11

百
五
，
十
五
籽
と

.な
る
。
尤
も
右
の
數
字
は
、
民
國
一
一
十
四
年

(

一
 

九
三
五
年)

：
末
ま
で
に
売
成
し
て
：
居
，
る

^
め
の
：總
延
長
で
あ
っ
て
、
康
近
の
建
設
に
係
石
も
の
の
外
に
、
そ
れ
以
前
の
.徤
設
に
係
る
も 

'の
も
含
ま
れ
て
居
る
。'そ
こ
で
V
:最
新
の
建̂

ぬ
係
f

<D

の
み
M

る
爲
に
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昨
年
瓦
月
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一
 

日
に
南
苽
に
開
催
さ
れ
た
全
國
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:濟
委
員
會
0
第
十
四
次
常
務
委
員
會
に
報
吿
ざ
れ
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同#
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の

エ
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ど
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國
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十
五
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マ
九
3
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丹
迄
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完
成
通
車
を
見
る
に
至
っ
た
公
路
の
全
長
は
ニ
萬
一
千
籽
に
達
し
、
現
在
建
設
中
も
の
は
合
計
三
千
三
百
籽
で
あ
る
、
と
記
戟
さ
れ
て 

.居
る
。
此
の
數
字
は
同
委
員
會
の
成
立
以
後
に
於
け
る
新
建
設
道
路
の
分
量
を
乐
す
も
の
で
、
實
に
最
近
五
年
間
に
於
け
る
#
樹
を
示 

す
も
の
に
：外
な
ら
な
い
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n民
國
一
一
十
四
筇
度
エ
作
報
货

」

M
ふ
に
、
支
那
本
土
だ
け
で
も
面
積
百
五
十
二
萬
餘
平
方
哩
、
人
口
四
億
を
筧
す
る
尨
大
な
る
國
土
に
於
て
、
五
ケ
年
間
に
ニ
萬

一
 

千
乃
：至I

ー
萬
五
千
籽
と
袞
ふ
が
如
き
程
度
の
新
建
設
は
、
一
見
し
た
所
で
は
左
程
驚
異
に
値
せ
ざ
る
も
の
な
る
か
に
思
は
れ
る
か
も
知

れ
な
い
o
併
し
な
が
ら
、★
渺
の
實
狀
に：

鑑
み
る
と
き
は
、右
の
第
一
印
象
は
幾
分
か
變
更
を
來
さ
r
る
を
得
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
藎
し
、
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支
那
の
從
來
の
道
路
な
る
も
の
は
實
に
貴
弱
な
も
の
で
あ
つ
た
。
勿
論
、
開
港
場
や
大
小
の
省
城
等
に
こ
そ
は
立
派
な
マ
力 

ダ
ム
道
路
が
賞
通
し
て
：吾
人
の
眼
を
惹
く
も
の
が
.な
い
で
は
な
か
つ
た
が
、
國
際
聯
：盟
對
支
技
術
合
作
員
ラ
ィ
ヒ
マ
ン
氏
の
報
告
に

も

在
る
が
如
く
、

「

多
<
の
場
合
道
路
と
し
て
公
式
に
報
吿
さ
れ
て
居
る
も
の
は
未
だ
全
國
經
濟
委
員
會
道
路
局
の
作
成
し
た
基
準
に
ま
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達
し
て
，居
ら
ず
、
そ
れ
等
の
道
路
は
二
輪
馬
車
の
'通
行
さ
へ
も
困
難
を
感
ず
る
も
の
で
、
輕
量
輸
送
さ
へ
も
非
常
に
道
路
を
損
じ
、
況 

,ん
や
豪
雨
の
際
は
利
用
不
可
能
で.あ
る」

.とIK

ふ
程
度
で
あ
っ
て
、
主
要
都
市
又
は
開
港
場
及
び
：其
の
附
近
小
範
圍
の
外
は
全
く
道
路 

ら
し
い
道
路
は
無
か
っ
た
と
云
っ
て
大
過
な
き
も
の
で
あ
っ
た

(

3 

然
る
に
新
設
道
路
は
大
部
分
が
自
動
車
運
轉
の
可
能
な
る
程
度 

に
造
ら
れ
て
あ
る
。
近
代
的
の
意
味
に
於
る
道
路
の
殆
ん
ど
絕
無
で
あ
っ
た
所
へ
幾
ら
か
で
も
新
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
其
の 

意
味
は
重
大
，で
あ
る
々
第
ニ
に
是
等
新
設
道
路0分
布
狀
態
を
見
る
と
、
其
の.過
半
が
中
央
部
に
集
中
し
て
居
る
。.即
ち
、
，全
國
經
濟 

委
員
會
が
發
表
し
た
別
の
銃
計
表C4)

に
據
れ
ば
、
支
那
の
中
央
部
凡
そ
十
省
に
於
け
る
各
省
聯
絡
公
路
は
、
民
國
ニ
十
，

.一
印(

1

九 

三11

年)

.五
月
以
前
に
は
鋪
裝
路
ニ
千
五
百
餘
秆
、
.土
路
五
千
九
百
餘
秆
、
合
計
大
約
八
千
五
百
轩
で
あ
っ
た
も
の
が
、
ニ
十
四
年

(

一
 

九
三
五
年)

末
に
は
舖
鋪
路J

萬
ニ
百
餘
籽
、
土
路.

.1

萬
六
百
餘
籽
、
合
許
ニ
萬
八.百
餘
轩
と
な
っ
て
居
て
、
此
の
滿
三
年
半
の
間
に 

合
計
.萬1

1千
三
首
餘
轩
ぬ
增
加
を
來
し
て
居
る
。
'.
即
ち
新
建
設
の
各
省
聯
絡
公
路
だ
け
で
も
、
是
等
の
十
猶
內
に
在
る
も
の
は
全
新 

設
公
路
の
六
：割
弱
を
占
め
て.居
る
。
若
し
之
に
加
ふ
る
に
是
等
諸
省
內
限
り
の
新
設
公
路
思
程
を
以
て
す
る
と
せ
ぱ
、
凡
そ
支
那
最
近 

の
，新
建
設
道
路
の
四
分
の
三
ば
中
央
十
省
に
集
中
し
で
居
る
と
見
る
こ
と
が
出
來
而
も
是
等
の
諸
省
ば
、
支
那
本
土
の
全
省
中
に 

支
那
に
於
け
る
道
路
婕
設
に
就
て
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\^
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そ
經
濟
發
達
の
'程
度
わ
最
も
髙
い
地
龙
で
あ
を
こ
ど
を
併.せ
考
.
'へ
る
な
ら
ば
、
，最
近 

办
公
路
建
設
が
支
那
の
睦
上
交
通
に
と
つ
て
如
何
ぬ
有
意
義
の
ー

-̂

の
ヤ
あ
る
加
を
觀
見
す̂

こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
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哩
當
り
人
ロ
數
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大
な
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か
ら
順
次
に
並
：べ
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見
る
と
、
江
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(

八
九
六
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浙
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ガ
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七
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山
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四
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一
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>
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〇
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江
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廣
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九
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资
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河
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三
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福
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〇
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四
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0

ー
三
八
>

陕
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>

廣
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五
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四
九
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甘
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_支
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於
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公
路
建
設
運
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沿
革
を
顧
み
る
に
、
江
西
省
の
如
き
に
於
て
は
旣
に
罾
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の
末
葉
に
於
て
地
方
民
の
手
で
建
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,

設
が
行
は
れ
た
こ
.と
も
あ
り(

1〕

、
.
.江
蘇
省
及
び
湖
南
省
に
於
て
は
そ
れ
ぐ
民
國
元
年
及
び
民
國
ーr

ヰ
.
C

九
.一 .

ニ
印
及
びI

九
.
一.
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A
1
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•

三
年)

に
新
道
路
の
建
設
及
び
軍
道
の
修
築
が
行
は
れ
た
例
も
あ
る
が(

2

0
、
最
大
多
數
は
歐
洲
大
戰
亂
以
後
に
至
つ
て
、
即
ち
自
動 

車
交
通
の
重
要
性
が
世
界
的
に
認
め
ら
れ
た
以
後
に
至
つ
て
、始
め
て
道
路
建
設
に
著
手
し
た
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
而
も
そ
れ
は
、 

各
省
政
府
又
は
軍
閥
等
に
.よ
つ
て
思
ひ
く
.に
著
手
さ
れ
た
の
で
一
あ
り
、
中
に
は
民
間
の
有
志
が
自
動
車
運
行
の
許
可
を
條
件
と
し
て 

請
負
で
建
設
す
る
も
の
等
も
あ
つ
.て
、：
其
の
間
に
何
等
の
銃
一
'も
な
く
、何
等
の
檩
準
も
存
し
な
か
っ
た
<
>
0
0 

.

そ
こ
で
民
國
七
年(

一

九
一
八
年〕

七
月
末
に
於
け
る
凌
通
部
の
.

「

長
途
汽
車
公
司
條
例」

並
び
に「

長
途
汽
車
公
司
營
業
規
則」

の
公
布
に
次
い
で
、
民
國
八 

年(

一

九

一

九

部

月

十
四
日
に
，

「

修
治
道
路
條
例」

，な
る
も
の
が
北
京
政
府
の
內
務
部
令
，と
し
て
公
布
さ
れ
、
滋
に
始
め
て
道
路 

;0

種
類
、
，其
の
規
格
、
：-其
の
管
理
及
ど
が
牖
單
な
が
ら
制
定
を
見
义
に
至
っ
た
の
で
ぁ
る
^

0
。：
即
ち
、
道
路
の
種
類
に
就V

は
之
を 

分
っ
て
國
道
^

道
*
縣
道
及
办
里
媢
ル
四
種
と
な
し
、
«

に
其
の
各
々
の
性
質
女
明
荥
し
た
げ
道
路
の
規
格
に
就
て
财
、興
の
幅
員
を
、 

國
道
は
五
丈
以
上
、
省
道
はー 11

丈
以
上
、
.縣
道
は1

ー
丈
哪
尺
以
上
土
定
め
冬
が
ツ
滌
別
の
:-
«

«

潘
名
;̂
き
は
-
1
:務
部
':
0

ま
茶
を
經
て
斟 

場
す
る
を
許
ん
、
里
道
に
就
て
は
.

1

^の
.制
定
を
他
方
屬
體
本
委
し
^

最
後
に
道
婚
;0
潜
裡
.に
關
4

て
は
、
：週
道
の
新
設
計
晝
は
內 

務
部
が
之
を
^

液
し
、.
.省
道
の
場
合
に
は
地
：汸
最
高
長
官
亦
_

盜
し
て
^

務
部
の
fe

可
を
受
：

こ
せ
と
し
、
新
建
設
の
實
行
は
、
ヘ
國 

道
及
び
省
道
は
內
務
部
に
於
て
期
限
と
區
域
と
を
割
定
^

て
關
係
地
方
長
官
壹
し
す
行
は
し
.
.め
石
の
、が
原
則
で
：ぁ
る
が
、
唯
そ
の
中
の 

國
道
の
場
合
は
内
務
部
が
直
接
に
之
.を
凝
理
す
るM

.

と
が
出
來
る
こ
4

と
し
、
縣
道
及
び
：洱
道
の
場
合
は
、
，.
縣
知
事
か
ら
當
該
地
.方
考 

髙
長
官
の
癱
资
を
經
、
地
方
團
體
と
協
議
の
上
で
建
設
せ
し
め
る
セ
と
杧
及
つ
た
の
で
あ
る
,

#

ほ
、
翌
九
■¥(

」

在
 

ー0
£

十
月
に 

は
，
道
路
修
治
の
"爲

に
■-
)
土
地
收
用
暫
行
條
例
''
1
-
の

發

亦

文

見

た

。
，
斯

く

ル

B

官
民
の
間
に
五
.十
一
.路
線
、
:^
長
ー
ー1
萬

-.
/
\
百
ー
一
十
八
哩 

ょ
り
成
る
國
道
激
懋
案
や
* 

.全
國
自
動
車
網
完
成
漆
尨
ど
が
發
表
さ
れ
る
等
^

)

，
%

な
り
道
路
顧
設
運
動
は
活
東
を
里
し
て
來
た
。

交

通
.

誌
し
第EI

卷
s

.
u

期
4

«

響

^

海

辦

事

處

慕

資

獬

第
1
:
1--
*

^
靈

«

和

十
.
-ー#

•■
.
:
•一‘
、
■>
.
:

〔

 

^
 

;

.

(

2)

同

-q (

資

料

第

一
.1

九

：.

一:
1
.

程

O
O

銶
國
鐵
道
調
査
資
料j

第
：

1,

卷
.第
三
號
六
ー
：

」

頁
.
:;
°
<
;11
|

本
登

，氏

稿
*'

支
那
に
於
け
る
自
動
車
路」

)

安

那

に

於

け

る

道

路

逮

殷

：に
.就

て 

E
 

C
H
S
)
.



焚
那
に
於
け
^
遺
激
建
裁
亿
激
ぺ
：
 

六
.

(
1

六
四)

.

C
4

)

此
の
：條
例
め：

邦
髮
は
治
揭
山
本
氏_
稿
中
に
載
せ
：て
あ
：る0
'.
-

_
へ

.ゾ
^
^

C
6

)

::
,
外
國
鐵
道
調
查
爾j

第
三
.卷
第
十

一,1

潮
、
四
九
頁
。
 

>

 

:
運
動
は
活
氣
克
：里̂

康
は
右
の
如
':
<
に
出
來
土
つ
た
が
、.：其
の
實
際
を
見
る
と
镣
然̂
し
セ
_
1
:を
缺
い
で
居
た
。
即
ち
、
道
路 

襲

事

業

社

、.：省

政

府

の

手

で

行

は

れ̂
外

に

、

例

、
へ
ば
雲
南

¥

山
東
省
.江

馨

の

_
请
に
於
て
拟
華
洋
義
脤
會

(

中
外
饑 

痛
救
濟
會)

の
手
で
行
は
れ
た
場
合
も
あ
丨
、
O

V
市
政
公
所
、
'兵H

、

.地
方
民
等
の
手
で
行
は
れ
た
場
合.も
あ
つ
た
?)

。

又
、
道 

路
管
现
權
0
如
き
も
、
內
務
部
：で
は
修
治
道
路
條
例
を
公
布
し
交
通
部
で
は
長
途
汽
車
公
司
滌
例

.

(

長
距
離
自
動
車
會
社
條
例

)

を
公 

布
し
て
而
孓
兩
畨
の
間
に
何
等.:
0

連
絡
も
な
い
豸
«
ヤ
、
却
て
自
動
軍
運
送
の
發
達
を
佩
寄
し
て
居
た
の

で

あ
る
。
そ
こ
で
道
路
旅
に 

道
路
I

の
統
4

1
る
I

雇

め

ら

れ
.て
、.民

翠

年C
i

兰

つ
^

.
其
の
趣
旨
と
す
.る
と
こ
ろ
は
、
バ
ー
レ
道
路
建
設
め
提
唱
ノ
^
ー
レ
道
路
建
設
に
關
す
る
各
種
の
質
問
へ
の
解
答
ノ
呈
ウ
實
地
測
量 

並
び
に
道
路
工
事
研
究
の
獎
勵
、
：

(

:@

道
路
專
門
の
人
材
の
紹
身
、
：£

)

長
途
汽
寧
公
贸
成
立
の
補
农
並
び
祀
廣
本
金
の
代
理
慕
集
等 

を
行
ふ
に
在
る
.

Q

で
あ
つ
て
、
道
路
知
識
の
，#2

及
、
道
路
遞
設
事
業
の
：促
德
、
，遭
路
運
爸
事
業
の
補
佐
指
導
等
夂
貢
献
す
る
こ
と
を
期 

も
、
觉
期
及
び
不
定
期
：の
印
刷
#を

！
：

射

し

、

一
九
ー
ー

0

牢
ま
で
に
十
厲
哩
の
道
潞
建
設
を
目
標
*

し
て
活
動
し
た
の
で
あ
る
？

)

0 

此
の
.協
會
の
道
路
發
達
上
に
於
け
る
貢
献
は
浚
す
べ
か
ら
ざ
る
^>
の
が
あ
る
0

:
-:
'

' 

.

(

6)

、
交
通
雄
誌」

第
四
卷
第
.ー
ム
1
期(

資
料
第
ニ
九
一
ー
：ー
號)

、「

道
路」
第
.五
十
ー
卷
第
.三
號(

資
料
第
ヨ
四
一
八
號)

、「

外
國
鐵
道
調
莶
資 

料
U第

.：！

卷
第
五
號
、：1

四
頁
。
' 

. 

:

.

. 

.

.

. 

.

•

:

.

.

.

.

.

:

0

,)

：
.

「

外
國
鐵
道
調
査
資
料
し
第
一
卷
第
因
號
四
五
頁
。
：
 

：

.

公

)

.

1外

國

鐵

道

調

蜜

資

料

し

第

a

卷

第

三：

號

六

ニ

丄

養

ァ
 

r 

-
•

,:博

方
に
.起
沒
允
國
民
政
府
は
、
總
理
孫
文
の
遺
囑
に
係
る
三
民
主
義
5
建
國
大
綱
及
び
建
國
方
略
を
棟
據
必
し
て
薪
支
那
を
建
設
せ 

ル
:<
*
:す
る
.に
當
.つ
て
.、
«
設
事
業
の
中
で
.も
交
通
に
.最
も
重
點
女
置
い
^

民
國
十-3
1
:年
益
^
^
^

1

六
年
：

)

十1"

月
忆
交
通
部
を
增
設
し
、 

交
通
計
截
五
ヶ
滌
を
發
表
し.た
が
、
自
働
車
道
路
の.建

設

は

實

：に
.
其

：
の
.
中

!0
.

1
,

^

鐵
道
の
敷
設
さ
れ
て
居
な
い
地
方
に
先.づ
.國

道

を

建

設

し

て

各

锴:̂
重
要
都
市
を
漣
絡
せ
し
め
ブ
以
ズ
鐵
道
補
助
の
.役
割
を
演
ぜ
し
め 

む
と
す
る
に
在

る

の

で

あ

つ

て、

#
省

の

國

道

を

ば

各

镨

を

し.て
建
敖
せ
し
め
、
，
其

の

相

互

责

連

絡

せ

し

め

、
：其
.の
',責

任

は

中

央

に

於
 

て
之
を
負
ふ
こ
と
に
す
る
、
と
發
表
洚

れ

た
9

而
し
て
從
來
の
全
省
公
路
處
の
外
に
國
道
局
.を
新
設
し
、

十
六
年(

/ー
 

：，九一
j

七
年)

三
月 

か
ら

十

二

月

ま

で

に

ニ

百

萬

元

を
以

て

取

放

ず

潘

漢

鐵

道

の

鹿

段

^

朮

段

と

め

間

に
:-
:

思
 

ふ

に

之

は

，

鐵

道

の

.敷

設

は

素

ょ

七

最

も

必

要

な

も

：
の
，
で

、

'右

の

許

畫

冲

の

第

ー

：

.：ヶ
_條
に
揭
げ
ち
れ
.て
^

に
緊
耍
な
も
の
で
あ
る
。
南
方
政
府
に
と
つ
：
て
の
當
時
の
緊
要
交
顧
問
題

'

姑
彌
民
革
命
の
潑
祥
地
た
ゐ
廣
凍
，壳
長

.

江
:^
連

絡

せ

し

り

め

る 

こ
と
セあ

.：

る
：
が

、
#

漢
鐵
路0

南
北
兩
段
を
掘
路
連
濰
す
る
に
六
寸
五
涫
萬
萁
を
費
％
す

ょ

り

汰

：
禮

路

爲

'»
)
.
自

働

軍

籠

碁

ふ
 

K

.

H

W

萬
元
を.
以
±

す

る
.0
:

1

:

餍
容
易
な
る
：に
基
: ^

た
も
：
.

の
で
あ̂

づ
0

^〕

俯
れ
.

に
;;
:

1

.

て
，
も

、

國

届

政

: »

の_

访
交
通''
|

1

-

«

が
.支
那 

の
道
路
建
設
蓮
動
：還

車
.

を

加

へ

：た

こ

上

は

疑

な

；
い

：
。

：

.

、

“

:

' 

し
;'
:

.

}

.

,.:
:

へh

:

r;
-

(

o

「

外
國
鐵
道
綢
查
資
料 
f

e

s

5

_

:.a
c

-

5

s

o

-
:.
\

^

 

/ 

攻

^

^
於

灯

>

逍
：路

雄

殼

.に
-1
て
，
 

太

(

1
六
.：芄
>



*

那
に
；於
；b
:s

遺
路
建
殼
K:
»

て
. 

A
 

C
H
C

六〕 

南
方
政
府
の
北
伐
1が
成
勒
売
7

す
令
や
;:
:
'
.
>
各
種
の
會
議
に
於
：て
交
通
問
題
、
特
に
道
路
問
題
が
討
議
せ
ら
れ
た
。
即
ち
民
國
十
七
年 

#

m

J
:A

年)

味

切

，
：

一 ,

日
か
吃
南
京
■に
開
如
れ
太
_

會
議
並
に
財
政
會
議
に
於
て
他
の
諸
案
件
と
共
に
交
通
恢
復
案
：が
討
議
さ
れ
、

瑰

塞

损

事

業

邏
*
と
激
念
を
：零
る
交
逾
尊
壤
％
新
規
建
蕺
と
が
：議
啤
ら
れ
%
の
で
ぁ
：る
が
、
批
の
後
者
ゎ
會
議
に
呤
て
は
、
道 

»
忙
關
：.
4
:
文

濟

傲

次
.國
道
揭
を
設
立
^
兵

：エ
集
路.公
«

^

禽
沅
を
灘
だ
产
艰
味
的
綠

】

ニ
十
萬
人
:5
:

_

土
.：̂】
ー
年
間
に
八
汰
幹
韻
約
屮
六
寓
七
.于
读
里
の
_

遒
を
建
^

せ
：
办'<
!
:
^
る
 

ら
れ
た(

lo)

o 

M又
翌 

.チ
八
年
.C
T-
*
辛

一

九
年)

1
1:項

-+
-
'五

日

に
.«
部
に
佛
か
；れ
衣
國
屁
黨
第
三
.次

.

.

「

訓
政
將
期
經
濟
建
設
實
施
綱
奥
方
針
案

」

.
'が
B-
g
さ
れ
た
。
其
の
力
#
とし
て
ポ
^

れ

た

案

は

、
'
。
一

■)

全

國

稅

收

の
.：

半

額

を

經

濟

建 

設

資

金

：に

宠

當

す

.る
こ
と
、0

 j)

國
庫
收
入
の
华
顧
を
沖
央'の
濃
資
金
^
充
當
し
マ
冲
央
政p

m
於
て
鐵
«

國
道
.其

他
の
.交

通

事 

々
.:5
:
辦
理
す
る
-&
今

(

三)

地
方
收
入
.0
半
韻
玄
地
汸
建
設
費
杧
充
當
^
、
.
驰
汸
政
府
に
於
弋 

麵
鄕
す
る
..こ..

今
.：(

四)

最
初
.の
五
年
拙
：に
於.て
は
中
央
建
讓
金Q:

建
を
鐵
道
建
設
費
^
充
當P

、

雄
方
建
設
費
の
半
額
を
以
て
農 

業
開
發
«

業
^

.
理
.す
.石

-&
と
、(

五
.

)

最
高
經
濟
會
議
.を
設
时
、ソ
惦
界
：の
經
濟
黎
者̂
^
 ̂

本
會
決
議
：■の
事
項
を 

行
镟
各
部
及
ザ
她
方
政
府
を
し
ャ.切
實
に
實
行
せ
し
め
名
セ
と̂
の
五
項
.貝
に
分
於
れ
ヤ
居
尨
が;-
>

1

3結
果
は
、'孫
文
遺
囑
0 .
建 

國
方
略
0
實
滎
計
璩
€>
指
示
す
石
方
策
に
據.る
こ
^
次
原
則
土
し
、
交
通
の.開
發
を
首
要
と
す
る
こ
と
、
前
記
建
設
資
金
の
.充
當
方
針 

は
原
則
と
し
て
之
5:
'
認
め
其
の
.實
施
辦
法
は
國
房
政
府
に
於
て
中
央
及
び
地
方
の
財
政
狀
態
を
斟
酌
し
て
隨
時
之
を
決
定
す
る
、
M

ふ
に
こ
と
滌
JE
さ
れ
た
外
は〔

大
傻
に
會
議
を
通
過
す
；
に
至
.つ
た
の
で
ぁ
る(

11
0
0
,猶
ほ
.此
の
決
議
に
は
實
行
期
が
示
さ
れ
て
居
な 

か
つ
淞
が
パ
而
も
ま
ゼ
^

つ
.て
；、交
通
關
係
の
‘建
設
事
業
-'
$
:國

家
.0

經
濟
建
設
事
業
の
.S

著
歩
と
.じ
て
#

慮
す
る
と
い
ふ
傾
向
を
益\

 

强
め
た
で
：必
亦
窺
は
れ
る 
>
:加
：ふ
る
忙
';
^

前
記
第
艽
項
の
方
針
が
驄
*

全
國
經
濟
委
員
會
め
成
立
に
導
5
:た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
？

'

:

，

^
如
^

^

國
鐵
蒐
獨
查
廣
料“第
唸
^

變

號

宏

頁

以

下
^
同
第
^

^

(

11)

1
外
園
鐵
道
調
査
資
料
U
第
三
卷
第
芄
號
六
六
頁
以
下
。

此
の
全
國
經
濟
委
員
會
は
、
國
民
:#
_

に
猫
出
さ
れ
た
顧
读
に
»

如
て
民
國
一
.

〗

十
牢
0

九
三
—-

年)

六
月
に
公
布
さ
れ
た
條
例
に
ょ 

っ
て
組
織
さ
れ
>

斯
^

^

般
|+

畫
濰
忆
齡
濟
建
設
銃
制
の
實
行
機
關
で
：ぁ
名
1

最
初
は
內
務
&

務
.
鐵
道
.
交
通
.實
業
の
各
部
長
並 

び
に
'經
濟
建
設
關
係
の
：諸
中
央
機
關
の
長
を
委
員
と
し
、
道
路
i
.
:木
•
衞
生
•
敎
育
•
農
村
の
五
專
門
小
委
員
會
が
ら
成
り
、
國
費
の
負 

擔
又
は
補
助
を
受
け
石
國
歲
產
業
上
の
施
設
は
悉
べ
先
づ
同
委
員
會
0

窸
議
を
經
た
上
で
為
け
れ
ば
政
府
に
於
て
採
用
し
な
い
と
沄
ふ 

備
汎
な
權
限
友
興
6

ら
れ
ぼ
居
た
が
、
'
本
條
例
發
布
^

先
.泠B

國
際
聯
盟
に
對
し
て
爲
し
た
1

請
に
碁
い
：て
ラ
ィ
:1
:
'
.
マ

ン

博

士

が

技 

術
的
連
絡
員
石
し
：て
挺
國1

¥

 M

雜

4

*

一
 U. 

一
«

)

に
双
罾
し
泫
か
ら
.の
献
策
に
ょ
つ
て
一
ユ
入
の
委
員
か
ら
成
る
常
務
委
員
#
制
度
に 

改
顧
じ
*
£後
杧
五
名
に
增
員
し
ヤ
南
京
败
府
0

最
髙
幹
部
を
網
_

む
1'
'

同
時
は
行
政
院
の
管
轄
を
離
れ
て
政
府
の
.直

屬

と

な

次
、
：：：

以

て 

全
國
經
濟
經
營
灰
攀
握
す
名
最
高
の
：機
關
士
歎
る
に
至
4
,た
も
の
於
ぁ
^

-;
:
°
_
下
<>
^

:#

め
#

_

^
す
る
ポ
は
、
^

一〕

經
濟
的
建
設
或 

は
發
展
計
晝
の
：龙

達

宠

、
：：

(

一:
.

}
)

右
に
必
要
な
る
經
費
の
捻
出
:-
"
: 

(
M
)

經
濟
的
建
設
叉
は
發
展
計
聲
の
實
施
•,
»
監
督
指
輝
の
諸
點
に
ま 

名
'.
0
:
:供
€

^

に
独
處
又
拟
委
員
會
の
名
1

双
て
牌
ば
れ
る
十
ニ
獅
部
門
が
設
け
ら
れV

f

ぁ
る
：が
、
勘
の
：.
1
.忙
公
路
處
が
ぁ
る
。
公
路
處
：
 

支
那
に
龙
ゼ
石
道
路
建
殷
校
就
:̂

‘ 

：

丸

a

六
七〕



•

慕
に
於
け
，i

路
雖
設
に
：部
て
 

1
0 

(
：一
六
<
)

 

は
當
初
加
'̂

同
委
員
會
內
杧
設
け
ち
れ
て
旣
に
民
國
ニ
十4年
2
說

|ー：.*-
:

1

>五
月
か
ら
各
樽
帘
政
府
及
び̂
^
 

し
て
各
键
公
路
め
聯
絡
エ
事
に
著
手
し
て
居
た
の
で
あ
つ
弋
、
：，爾
後
、

-
;朱
で
は
資
金
：の
融
通
を
爲
し
？
他
方
セ
.は
監
督
指
導
を
行
ふ 

な
：ど
;;
.
;
'
人
的
並
に
物
的
の
援
助
を
續
け
た
の
で
あ
る
で.

ち̂
先
づ
當
時
著
手
中.の
江
蘇
•浙
^
•安

徽

，
江

西

衞

北
.湖
南
*河
南
0
七
猶 

聯
絡
公
路
に
對
し
、

：
一：一

中
..一.
l
:
g
a
.%
s
四
§

が
ち
は
陝
西
皆
肅
"福
建
沒
0

叢

.の
如
凌
諸
邊
省
の
公
路
に
對
し

V
，

累

計

'
一
千 

萬
宂
に
捧
す
る
基
金
金
調
達
し
技
師
玄
派
遺
す
る
等
、
：狻
助
に
頗
る
努
め
斧
の
で

.あ
名
8
¥

金
國
經
濟
委
員
會
の
成
立
及
び
活
動
が 

支
那
の
讼
路
發
達
に
劃.期
的
の
役
割
を
潢'1
*
-
.
た
考
必
は
議
論
の
：餘
地
が
激
い
：で
あ
ら̂̂

:
;
彻
論
、
.此
の
間
に
あ
つ
て
國
際
聯
盟
.の
技
術 

的
援
助
並
び
に
外
國
の
投
資
に
待
つこ
.と
多
大
尨
る
も
のが
あ
.つ
たp

と
.は
否
宠
4
難
：い
所
で
あ
る
が
、
其
の
中
心
と
な
つ
た
も
の
は 

素
ょ
り
支
那
自
身
'に
外
な
ら
舞
い
の
沧
あ
る
'0
'
:
.
:
:
.
:
ビ

.
:.
:ンB

)

：：「

民

國

ニ

，十

四

年

谀

全

國

經

濟

委

員

會

ユ

作

報

赀

麝」
：

乐

通

賓

料

舊

十

'3
5
:號〕

：
序

說

及

び

.第

1
章

。

ぐ
 

國

際

聯

盟

の

對

支

技

術

合

作

し

$

'5
®

^

^
四

屮

七

號)

.第

v
i
m

章

及

第

八

章

。
，
モ

.

'

三.

•

次
に
支
那y

於
け
：る
道
路
建
設
4

の
：制
度
に
就
.い
.て
少
し
く
沿
革
的
に
考
察
,1
.
て
見
：ょ
づ
。

.
先
•つ
民
國
八
弗
に
北
京
政
府
內
務
部
令
と
し
て
公
布
さ
れ
た

「

修
治
道
路
條
例」

を
見
る
'に
::
'
.

(
1
)

道
路
の
種
類
に
就
て
は
、
之
を
分 

つ
て
國
道
*
省
道
螽
道
*思
道
の
四
種
と
’な
し
、
：更
に
其
各
々
の
性
質
を
次.の
如
べ
に
明
示̂

て
.居
る
。
抑
ち
、
京
師
ょ
り
各
省
及
び
特 

別
行
政
區
域
に
達
す
る
も
の
、
各
省
會
所
往
地
ょ
り
他
省
會
所
在
地
允
達
す
る

^
:の
"
要
塞
‘
港
d
及
び
其
他
軍
事
に
關
連
す
^
重
要

な
る
も
の
を
^

砠
と
し
、
.省
會
所
在
地
よ
り
各
縣
官
衙
所
在
地
に
®

す
る
道
路
、
各
縣
衙
門
所
在
地
_

の
道
—

、省
內
わ
'鐵
路
.
鑛
山
. 

商
埠
•
エ
場
其
他
軍
事
上
^

要
地
間
の
道
路
を
省
道
と
し
'、
各
縣
樹
門
所
在
地
よ
り
重
要
鄕
鎭
に
達
す
る
も
の
、
各
鄕
鎭
間
を
連
接
す
る 

も
の
-:
'

縣
衙
門
所
法
地
よ
り
，港
•
津
•
鐵
路
及
び
其
他
隣
接H

場
•
鑛
.

&

に
達
ず
る
も
の
を
縣
道
と
し
、各
村
落
間
の
.道
路
、
各
村
落
よ
り 

隣
接
の
.學
校
•
工
場
其
他
公
共
事
業
脱
在
地
に
達
す
る
道
路
L

M.
i

す
、
と
耷
ふ
ゆ
：で
：あ
：るC

A
.
V

 

(
1
D

遺
路
の
規
^

に
就
て
は
、
其 

の
幅
員
を
、
原
則
士
し
て
は
國
道
呔
五
丈
以
上
ゥ
省
道
は
三
丈
以
上
、
縣
道
は
ニ
灾
四
兄
以
上
ど
定
め
て
居
る
が
、、
'.地
勢
の
狹
隙
其
他 

特
別
の
事
情
あ
る
場
合
に
.は
內
務
部
の
審
丧
を
受
け
て
，隨
時
斟
酌
變
更
す
石
：こ
：と
を
許
し
て
：居
た
0
,
'
:服
し
て
M

道
ぬ
就
で
.は
其
の
一
幅
員 

に
特
別
の
定
め
を
設
け
ず
？
地
方
團
體
を
し
て
■隨
意
に
之
を
定
め
し
め
る
こ
と
に
な
つ
て「

居
た
a

猶
、
.
.道
路
，の
'經
過
す
る
河
川
溝
渠
等 

に
橋
梁
氪
架
設
す
る
場
合
に
は
、
.橋
面
幅
員
は
猶
路
の
幅
員
に
よ
つ
.
て
之
を
定
め
る
こ
と
に
な
つ
て
居
た
?.
:
;
>

?又
.、(

三
.

〕

道
路
の
.管 

理
、：#

に
其
0

新
設
計
畫
ぬ
就
て
.ば
'

國
道
の
計
畫
は
內
務
部
に
於
て
*

丧
し
>

_

繁

び

區

管

靈

し

た

上

で

.當
該
地
方
長
官
を 

し
て
之
を
實
行
せ
し
め
る
こ
と
を
原
則
-y:

す
る
が
、
：時
：に
：は
內
務
部
に
於
で
直
接
辦
理
す
る

ご
i

ち
あ
る
f

省
道
^'
當
該
地
方
最
高
長 

宫
に
於
て
燕
资
し
內
務
部
の
認
可
を
受
け
た
±

で
、
'
內
務
部
か
ち
期
限
：及
び
區
域
を
劃
定
し
て
當
該
地
.方
.長
官
を
し
で
之
を
實
行
せ
し 

め
る
，̂0
而
し
.て
.縣
道
及
び
里
道
は
、
縣
知
事
か
ら
當
該
她
方
最
髙
長
宫
の
翁
査
.を
經
、
、.地
方
圈
體
と
協
議
©

上
で
.建

設

せ
.̂
め
る
こ
.と

に
な
つ
て
.居
た
の
で
敦
る(

思

0
,
.
.
へ
：.：.
,:
;

V

-

 ̂

ジ
ノ 
論

^̂̂

: 

.

.

.

.

—

.

.

.

.

.
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. 

-

、

•

. 

」

？'.
-
 

.:
■
:(

1

0
 

r

 
修

治

道

路

條

例」

第

：”
|

芄

條 

9 

ン

9

V

同

第

为—

屮

條

;;
'

第

4
1
1
:
條

。

支

-那

忙

於

け

る

道

路

雜

設

S

T

二

.

(
1

六

九)



安

那

に

於

け

る

遺

路

連

殷

に

就

て 

二 一 

(

1
七
〇)

 

(

s

>
 

同

第

十

1

_
藥

$

ー
條
--
;
0:-
'

.

:

然
る
'に
V
.其
が
後
に
至
分
で
亂
道
匕
眺
す
る
管
现
權
は
內
務
部
か
ら
鐵
道
部
に
移
管
さ
れ
、
民
國
十
八
年
乃
至一

一
十
ニ
年(

一
さ
_ 

九
$

H

m
年 >

:
ぬ
國
道
'に
關
す
：る
數
個
の
條
令
が
國
民
政
府
又
は
鐵
道
部
か
ら
公
布
さ
れ
た
。
而
し
て
少
く
も
國
道
に
關
し
て
は
從
來 

の
制
度
に
幾
分
(0
;
變
熨
を
來
^

た
の
泜
ぁ
る
.0

即
ち
、
へ
民
國
：1
'ー
ホ
铝
2

戚

尋

：ー
禱
5
六
月
六
.日
：贮 

「

國
道 

條
例J

ハ
に
於
允
は
4

國
道
€

性
質
に
關
4

て
;1
*

凡
.そ
0

省
區
以
土
整
連
賞
す
：る
道
路
疚
び
國
防
§

要
塞
，港
灣
*商
埠
に
關
係
ぉ
る
道
路 

ぱ
之
を
阈
道
と
爲
ず
と
定
め
た
公
而
じ
セ
其
の
路
線
は
旣
栏
1
铝
前
：の
民
國
中
.八
年
霉
九
ニ
丸
年)

十
月
ニ
十
2:
日
の
鐵
道
部
令

の
‘十
1

〉

1路
綠
.と
指
定
.さ
れ
て
居
た
。：
又
國
道0
規
格
に
就
'で
.は
、.

(

.同
じ
<-
:
民
國
卡
八
年
十
§
1
十
ニ
日
，の
鐵
道
部
令
を
以 

た
ハ「

國
道
エ
程
檩
準
及
規
則*-
-:
;
.
.に
於
セ
可
な
次
靜
細
な
規
定
が
爲
さ
ル
た
の
セ
ぁ
つ
で
ハ
今
そ
の

t

踹
を
擧
げW

ど

，
、
國

道

.の

路

幅

は

之 

を11:1

屮
公
尺
と
定
め
:'
原
則
ぁ
じ
+て
勾
酡
は
百
分
の
八
以
內̂
直
視
線
の
距
離
は
百
^
十
五
公
尺
以
今
吊
曲
線
ぬ
半
徵
は
百
公
尺
以 

上
た
為
べ 

向
背
す
る
ニ
曲
線
間
は
最
小
六
十
公
尺
の
，直
線
を
以
て
連
結
す
べ
き
も
ぬ
と
し
た
〒
路
：_
は
原
則
と
じ
て
不
透
水
碎
石

(

即
t>
!

マ
,̂
'̂
^

降
面
だ
ふ
べ
：く
、
鐵

道

部CD
:
評

可

ぁ
^

ば

礫

葙

路

面

沙

泥

路10
1
':"
,泥

土

路
0
何

れ

か

と

爲

し
#;
る
0
ム
橋
梁
は
重
量
_
1
.

. 

. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

. 

■ 

• 

. 

. 

■

萬
艽
千
公
用.の
自
動
堪
の
通
行
に
堪
え
各
と

.
と
を
標
準
と1>
、
：
鐵
«

ゼ
立
體
交
茭
め
：場
合
に
ぼ
可
燃
性
の
林
料
の
使
用
を
«

&

且
っ
双 

方
办
禽
さ.
の
隔
ゎ.を
定
め
だ
？

而
し.て
，路
傍.に
は
兩
侧
に
植
樹
釔
行
：ふ
べ
ぎ
己

4 :

、
句
配
及
び

曲
線

の
大

な
ざ

個
所

ぬ

は

|

1 ;
標
を
設 

く
べ
き
こ
：と
等
を
宛
め
た
.
の
で
^

务

兮)

-°
.
最
後
に
：建
設.の
實
行
に
關
す
る
：釓
の
| :
.
見
る̂

: ^

前

記
$

國
道
倏
例
に
，於
で
、
：
全

^

道
路
綫
は
鐵
道
部
の
.規
定
に
由
り
並
び
に
.其
0

綏
急
輕
重
を
猶
衡
し
て
興
築
§

程
序
を
指
定
す
石
こ
と
^

愈
つ
て
居
り
、
又
、
洛
省
區 

の
區
域
內
に
於
け
る
國
道
の
建
築
は
當
該
错
區
の
建
設
廳
或
は
生
管
機
關
に
於
て
責
を
負
ひ
，、
鐵
道
部
'0

監
督
指
揮
を
受
け
、
期
を
限 

つ
て
：之
女
築
成
•す
る
の
で
あ
る
が
、
國
道
邊
防
綫
の
修
築
は
鐵
道
部
に
淤
弋
‘直
接
に
辦
观
し
又
は
關
係
省
區
に
撥
交
し
て
辦
理
.オ
'.る
こ 

と
芯
定
め
ら
れ
た
々
.
而
し
て
各
省
掘
國
道
の
逾
築
に
因
つ
て
土
地
を
收
用
す
る
に
當
つ
て
は
土
地
徵
收
法
，に
依
つ
て
：辦
理
：す
る
こ
と
に 

定
め
ら
れ
た
の
‘で
あ
る(

6)

0 

-

(

4

>
國

道

欝

、
箜

1.

條
O
V 

: 

■
 

ノ 

,
 

c
o
i

國
道
.

H

程
.標
準
及
規
則
第一 .

-

第
六
、
諂
九
1
士

.

r
.

第
：十
八
丄
ー
十
二
、
第
二
十
六
、
第
二
十
八
條
。 

o
o
.

國
道
0:
程
標
準
及
規
則
第
三
、
第
四
、.第
六
、
第

七

條
.0

國
道
管
理
權
の
鐵
道
部
移
管
の
眞
の
動
機
は
那
邊
に
在
つ
た
か
明
©

で
な
い
が
、
之
を
善
意
に
解
す
れ
ば
、
新
設
せ
ら
る
べ
き
道
路 

特
に
國
道
の
.如
き
は
當
然
に
自
動
車
の
運
送
の
用
に
供
せ
ら
る
V
へ
き
も
の
，と
考
べ
ら
れ
、
'
道
^

は
即
ち
自
g

¥
道
路
で
あ
.る
と
考
へ
ら 

れ
、
.從
つ.

て
：そ
れ
は
鐵
道
o

補
助
歡
關
乃
至
代
：行
機
關
と
.考
へ
ら
れ
た
こ
と
に
基
く
も
の
と
見
る
の
が
至
當
で
あ
ら
ぅ
o

:そ
れ
は
兎
に 

约
と
し
て
.

r

國
道
條
例
並
び
に
之
に
關
連
す
る
條
例
が
公
布
さ
れ
た
結
艰
と
し
て
、
從
來
の
修
治
道
路
.條
例
の
規
定
中
で
國
道
以
外
の 

道
路
に
關
す
る
部
分
は
如
何
に
な
つ
た
か
と
考
へ
て
.見

る

に

、

理

論

上

办

ら

.
一

K

へ
ば

、
そ
れ
が
廢
Jh
さ
れ
な
い
以
上
は
依
然
と
し
て
效 

ヵ
..が
あ
る
も
見
る
べ
き
で
あ
り
，
從
つ
„
て

省

！以
下
は
內
務
部
又
"は
之
に
代
る
べ
.逢
行
政
部
門(

例
へ
ば
內
政
部)

の
管
理
下
に
在
つ 

て
從
來
通
り
の
規
铤
に
從
つ
て
居
た
^

の
と
考
ふ
べ
き
で
あ
ら
ぅ
.0
併
し
な
が
ら
、
.此
の
規
定
は
必
す
し
も
嚴
辂
に
は
遵
泰
さ
れ
て
居 

吏
那
に
於
け
る
道
路
雄
設
に
就
て 

一

三

2

七
1〕

^



支
那
に
於
け
る
道
路
姐
設
に
就
て 

1

四

a

七U
)

 

な
か
っ
た
や
ぅ
で
あ
る
。
特
に
規
格
の
點
に
於
て
然
る
を
-̂

る
の
，で
あ
っ
て
、
現
に
茳
蘇
•
浙
沈
•
湖
南
*
江
西
の
諸
省
に
於
て
民
國
一
一 

十
年
以
後
に
建
設
さ
れ
た
道
路
の
大
部
分
め
如
き
も
、
修
治
道
路
條
例
に
據
る
省
道
の
.規
.格
に
合
せ
ざ
る
は
勿
論
、
縣
道
の
規
格
に
す 

ら
^

合
し
て
居
な
い
の
で
あ
づ
て
9

0
、
：
邊
境
の
.諸
省
に
於
て
売
成
公
路
と
し
て
報
告
さ
れ
て
居
る
も
の
と
て
も
單
に
從
來
の
.狹
隘
險 

阻
な
通
路
に
僅
少
の
補
修
を
加
へ
た
把
過
ぎ
な
い
も
の
す
ら
も
存
す
る
位
で
あ
る
皆
^

故
に
タ
國
道
以
外
の
公
路
に
就
セ
^

上
に
於
て
各
省
間
に
統
！•
は
見
ら
れ
な
か
づ
た
士
考
へ
て
大
過
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
併
し
、
各
雀
內
に
設
け
ら
れ
る
道
路
は
、
國
道
で
あ 

れ
、
省
道
で
あ
れ
、
縣
道
で
あ
れ
、
總
べ
て
各
省
が
之
を
建
設
す
る
と1

K

ふ
大
綱
だ
け
ほ
>
依
然
と
し
て
變
る
所
が
な
か
っ
た
の
で
あ 

る
。
. 

.

.
.
o
)

路

面

の

幅

員

に

就

て

見

て

も

V
江

蘇

省

で

は

三

米

と

五

米

の

ニ

種

、

浙

江

齒

で

は

三

米

、

五

米

、

七

米

の

三

種

"

湖

南

省

で

は

四

•
六 

米

、
安

徵

•
江

西

•
湖

北

，
河

南

の

四

省

で

は

何

れ

も

三

米

に

過

ぎ

な

い

。

(
0
0

陕

西

。
絞

遠

•
甘

肅

•
察

哈

爾

の

諸

省

の

如

き

は

其

の

尤

な

る

.も

の

で

あ

る

。(

上

海

辦

事

竭

調

査

資

料

第

三

三

35
:

三

號

、

三

三

九

七

號

、 

三

四

一

八

號

、

彐

五

〇

一

虢

、

三

五

三

七

號

等

參

照)

然
る
に
全
國
經
濟
委
員
會
の
成
立
以
後
に
及
ん
で
中
央
政
府
自
身
が
，

1

部
公
路
の
建
設
を
直
接
に
引
受
け
る
こ
と
.が
始
ま
っ

た
。
即
 

ち
、同
委
員
會
は
民
國一 

一
士I

年(

一
九
三
三
平)

に
當
時
著
手
中
の
江
蘇
•
浙
.江
•
安
徽
•
江
西
•
湖
北
•
湖
南
•河
南0

七
省
聯
絡
公
路
を
、 

■M

に
翌
年
か
ら
は
陝
西
•
甘
肅
•
福
建
の
ー
ー
看
等
の
公
路
を
も
監
督
範
圍
に
加
べて
公
路
エ
事
の
促
進
指
導
に
從
事
し
た
で
と
を
以
て
滿 

:

足
せ
ず
•
：又
西
北
方
面
に
對
し
て
は
國
防
上
並H

交
通
上
重
耍
に
し
て
開
發
を
等
閑
に
附
し
難
き
に
鑑
み
、
資
金
を
調
達
し
て
陝
西•

钯
肅
雨
省
の
公
路
修
築
に
條
カ
す
る
の
み
を
以
て
滿
足
せ
ず
し
て
、
進
ん
で
枝
術
並

.び
？に
全
部
の
經
費
を
負
檐
し
て
西
安
*蘭
州
間
の
西 

安
公
路
と
i
西
免
漢
啉
間
の
西
漢
公
路
と
を
直
接
に
自
ら
建
設
ず
る
こ
と
を
決
意
.じ
、
旣
に
之
：に
著
手
し
て
工
事
は
迅
速
に
進
行
中
に 

屬
す
る
の
で
あ
る9-)

0
旣
に
ー
'度
そ
の
端
を
開
い
た
以
土
：は
、
中
央
政
府
自
身
.に
ょ
る
道
路
建
設
は
今
後
も
行
は
れ
、る
こ
と
が
あ
る 

で
奴
ら
ヶ
9
特
に
、
剿
匪
.
•開
發
•國
防
等
.の
見
地
か
&
重
：要
に
し
て
且
づ.：急
を
要
ず
る
も(D
-
と
判
斷
さ
れ
た
場
合
に
於
て
然
り
と
す
る
。 

ン
.
.

(

艺

-;「

最
近
に
：於
げ
る
茭
那
佘
國
經
濟
委
員
會
建
設
の
公
路

(

自
動
軍
路
>概
况』

(『

外
國
鐵
道
調
查̂ 

V

 

猶
ほ
、
.全
國
經
濟
委
員
會
公
路
局
が
最
近
に
發
表
し
た
公
路
建
設
及
運
輸
報
告

(
S
)：

は
其
の
活
動
の
模
様
を
窺
知
せ
し
め
る
も
の
が 

あ
を
か
b
v
:次
に
其
の
太
要
を
記
し
て
見
ょ
ぅ？

；
: 

:
>
:
:
'
'
ぐ 

ro
v-
1最
近
に
於
け
る
公
路
局
の
議“(

上
海
辦
事
處
調
査
氣
第
三
六
五
九
號
、
•昭
和
十I

年
十
二
月)

。 

.
1全
國
經
濟
委
員
會
公
路
局
は
、
創
設
以
來
第.ー
に
江
孽
安
微
*浙
江
の
三
省
に
於
け
る
公
路
建
設
に
全
カ
を
注
い
.だ
の
.
.で
あ
0
て
、 

是
等
ー1.

一
省
を
繫
ぐ
六
線
の
公
路
即
ち
，

(

r>
®

f
抗
州
間
0

0
上
海
•
杭
州
間(

三)

南
京
•蕪
湖
間(

四〕

蘇
州
•嘉
興
間(

五〕

長
興• 

宣
虓
間(

六〉

抗
州
•徽
州
間
0
六
公
路
が
地
方
政
府
に
ょ0
て
計
畫
建
設
さ
れ
る
の
；に
：
.對
し
て
全
國
經
濟
.委
員
會
は
九
十
八
萬
三
千
冗 

を
宠
敗
し
'
全
長
五
百
芄
籽
、
千
九
百
三
十
ニ
年
五
月
に
起
エ
し
、
翌
年
十
丹
迄
に
党
成
し
た

。

,.
、
.

V.

美
で
公
路
局
は
千
九
百
三
士
一
年
十一

月
に
至
つ
て
七
省
公
路
訐
畫
を
立
て
た
。
之
は
前
記
三
省
の
外
に
江
西
•
湖
北
•
湖
南
•
河
南 

の
四
省
を
合
#

た
七
猶
に
亙
る
も
の
で
、
#

^

十

r
:

 

■其
の
全
長u

■萬t

千
五
百
九
十
一
轩
、
：安
線
六
±

ニ
、
.:
'
.
'
-
其
の
全
長
ー
：萬
：：1
.千
三 

+

三
籽
'

合
せ
て
ニ
离
ニ
千
六
百
ニ
十
四
籽
の
公
路
を
建
設
し
た
<>

又
，
：.千
九
百
ロ
ー
十
四
弈
の
初
め
に
山
西
音
手
福
建
*

靑
，海
の
諸 

安
那
に
於
け
る
道
路
逮
殷
に
就
て 

】

.五

c
i

七
三〕



吏

那

に

於

.ゆ

る道

路

霞
S

,

で) 

一

六

C
I

七
5

 

省

;'
'

並

び

に江
西
1

廣
東
e

福
建
省
境
地
方
に
奎
で
■管
轄
を
肇
張
U

セ
全
長
ニ
萬
二
千
九
百
籽
を
增
し
、「

中
ー
寶
—
千
籽
は
^
 

六

年

ま

で

に

開

通

1>
た
:0
經
濟
袭
員
會
は
是
等
諸
省
0

建
設

-1
.た
道
路
に
.對
し
て
、
千
九
百
三
十
六
年
六
月
現
_

1

^

千
17G
:
を
史
出
.し
た
;0
:
;
"
,
.:
'
:ノ

,..
':
:-■
'
.'■
>

メ
 

:
;
.
:
:
v

;:
.:-
.
,
n 

,
■•
“ 

.'，
"'
/
し
；
：
：-:
:

-

:

.:へ
\ら
.小
へ
'
:.「

.:
-:
 

ノ 

く
金
國
經
濟
萎
員
會
は
西
北
方
面
に

「1

大
公
路
を
建
設
し
た;0
U
は
西
安
i蘭
州
公
路
で
.、
全
長
.七
百
四
十
六
籽
、
千
九
百
三
十
四
年
春 

^
越
逛
し
^
翌
铝
夏
^
完
成
し
た
^
經
費
は
九
屮
三
寓
ー
兀
で
あ
る̂
他
は
西
安
漢̂
中
公
路
で
^
る
ャ
全
長
㈣
百
ニ
十 

叫
年
ま
月
起
舌
最
驻
に
売
成
を
見
た
タ
經
費
ば
ニ
言
ー
十
萬
元
で
あ
名
—

：
：
：
.

^
 

:

,

:
更
に
西
南
地
方
0

交
通
發
殷
の
爲
に
、
：千
九
百
.三
十
ニ
年
十
ー
：1
月
に
國
內
公
路
交
通
娄
員
會
を
組
織
し
た
。
之
は
、
.全
國
經
濟
委
員 

會
の
代
表
者
と
、
.前
記
2

ニ
省
及
び
羞
*
南

京

の

兩

都

市

，の
：
，代

表

'者
と
か
ら
成
っ
て
f

、
交
通
規
則
•
管
理
-•
交
通
設
備
等
に
關
し 

て
適
當
の
助
言
真
へ
：る
怎
で
あ
る
が
、
.
'
.其
の
成
績
は
良
好
で
あ

り

、後
に
福
建
•
江
蘇
•
湖
北
*
湖
南
•
河
南
等
の
諸
猶
も
加
入
す
る 

に
至
っ
た
？
而
1>

て
そ
れ
は
、
去
る
七
月
に
改
組
さ
れ
て
全
國
公
路
交
通
®

®

^

^な
っ
た
。 

：

：
.
‘
：

：
.:
;

公
路
局
は
建
設
技
術
改
善

0

爲
に
南
京
附
近
にU:

個
の
實
驗
公
路
を
作
った
。
-一
 

は
長
さ
ニ
籽
、.各
種
の
鋪
裝
樣
式
を
用
ひ
、
勝
に 

地
場
で
產
す
る
材
料
を以
て
す
る
こ
と
^
努
め
て
居
る
が
、
そ
れ
は
各
秫
路
面
の
經
濟
と
耐
久
性
と
を
試
驗
ず
る
爲
で

あ

る

。

他
は
長 

ざ
千
六
瓦
五
十
籽
f

 
,の
で
.f

、
各
種
.，の
瀝
靑
と
碎
石
鋪
道
と
の
經
濟
及
び
效
果
を
此
較
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
更
に
公
路
局 

ば
大

現

糢

，の

公

路

测

量

を

行
っ
た
が
、
猶
ほ
其
外
に
公
路
辭
典.の
出
版
、
公
路
土
孃
の
硏
究
、
公
路
材
料
の
試
驗
、
公
路
材
料
陳
列
館 

.の
開
課
を
行
ふ
と
，ど'に
な
っ
て
居
る
。.又
全
國
經
濟
委
員
會
は
燃
料
に
就
て
棉
實
油
硏
究
委
員
會
を
組
織
し
、
各
方
面
め
代
表
者
を
集

め
て
研
究
を
進
め
て
居
る
の
み
な
ら
ず
' 

彼
術
上
及
.び
管
理
4

.0
人
材
養
成
の
爲
に
、
交
通
職
員
や
技
術
笤
や
運
轉
手
な
ど
の
養
成
を 

開
始
し
ノ
交
通
太
擧
と
協
力
保
證
の
卞
に
自
動
車
技
術
部
が
同
大
學
機
械
技
術
科
內
に
設
け
ら
れ
た
P』

'

ノ 

:

經
濟
委
員
會
の
活
動
が
多
方
面
に
，互
つ
て
居
る
こ
：と
は
之
で
知
ら
れ
る
。

.
:
次
に
道
路
の
建
設
費
の
調
達
に
就
i:

一
瞥
し
て
見
よ
ラ
？

.中
央
政
府
自
身
が
全
國
經
濟
委
員
會
の
手
'に
よ
つ
て
.建
設
.を
行
ふ
場
合
：に
は
其
の
建
設
費
は
同
委
員
會
自
身
の
手
で
調
達
す
る
こ
と 

に
な
つ
て
居
る
が
、'
同
：委
員
#

が
創
設
當
初
以
來
昨
年
四
月
十
日
迄
_.に
調
達
支
出
し
た
名
約1

千
萬
元
^

達
す
る
金
額
は
、
具
體
的
に 

1
K

 

◊
て
如
何
な
る
'手
既
で
調
達
し
た
の
か
、
と
S

ふ
點
に
就
て
は
今
の
私
に
は
之
を
知
る
ベ
き
材
.料
が
な

い

。
.
Bて
、

_

で

は

各
省

の 

:建
設
す
る
も
の
に
就
.て
記
す
.と
'と
に
す(

る
？

-'
:
.
ン
，

5
 

.

.各
猶
内
£
.
:
^
'る
道
路
の
建
亂
は
各
省
«)

責
任
に
於
て
之
を
行
ふ
と
云
ふ
點
は
前
記
の
如
べ
同
：：ー
で
あ
る
が
、
併
し
之
を
辦
理
す
る 

古
法
は
省
ぬ
れ
^

て
必
ず
し
も
同
.：

〗

で
な
い
。’
加
之
、
_

じ
省
^

就
て
見
セ
も
時
に
よ
つ
て
方
法
に
.は
相
違
が
あ
る
？
例
べ
ぱ
、
雲
南 

省
の
炖
皂
两
ッ
或
る
路
線
ぬ
道
路
に
就
て
は
其
の
所
按
す
る
縣
を
^

て
全
責
任
を
負
‘は
し
め
农
こ
と
も
あ
:.
!
)、
：
：
又

他

.
の

路

線

に

就

て

は
 

撰
空
ハ
割
^

^
線
駐
屯
ぬ
軍
隊
の
手
で
作
ら
し
め
殘
る
四
割
を
人
民
を
し
：て
行
は
し
め
た
.こ
ゼ
も
あ
る
、：
と
耷
ふ
が
如
：き
は
共
の
一
例 

■で
あ
る(

i

。
幾
澈
者
の
伽
の
：如
<

に
縣
ぬ
寶
任
5:
.負
.は
せ
，る
場
合
に
は
、省
と
：し
で
は
全
然
費
用
を
必
用
為
せ
.ぬ
か
ら
資
金
調
達
の 

_

題
は
省
^

ぼ
超
<>
て
來
が
い
0

併
し
後
者
の
例
の
場
合
に
：は
、用
地
：と
，材
料
と
勞
働
i

fc

關
す
'る
費
用
の
間
題
^

®

る
。
假
り
に
、設 

支

：那

比

於

け

る

靈

_

£

.

就
で

 

】

‘七

C
1

七



犮
那
に
於
げ
る
道
路
雄
設)

に
就
.て 

『

.
八

(

1

S

G
 

■ 

訛
や
監
督
：の
費
用
は
省
政
府
0

建
設
廳
又
は
公
路
處
*:

公
路
局
等
0

輕
常
費
で
支
辦
さ
れ
る
と
し
セ
?>
;
、
其
他
の
費
用
は
如
何
に
す
る 

か
。.
中
に
.は
、
緩
遠
省
や
四
川
省
..の
如
ぐ
に
路
銮0

み
を
造
.る
ぬ
甘4

じ
て
.之
を
窜
隊
に
X

作
：せ
し
：め
た
び
、
義
務
徵H

即
ち
人
民
：の 

無
償
賦
役
を
以
て
之
を
造
つ
：た
り
す
各
場
合
°

)

忙
ば
>
:
勞
働
0

菱
.用
.と
^
^
^
^

費
用
の
間
題
：は
殘
る
o

k
對
に
、
.貴
馨
で
や
つ
；た
如
く
に
ク
道
路
敷
地
に
使
用
す
：べ
き
.土
堆

か
、':
'
或
は
.土
地
を
收
用
し
.て
置
き
：な
が
ら
.其
の
收
«

の
代
價
を
^

®

は
ぬ
こ
と
と
し
、
而
も
義
務
徴
H
f
c.ょ
る
無
償
の
勞
働
の
み
を
利 

川
す
る
：こ
と
：と
す
る
場
合
'に
は
0

0
、

土
地
.と
勞
働
と
の
費
用
は
問
題
外
に
：な
..る
.が
、：

併
し
：相
當
.<D

設
備
を
す
る
爲
に
は
、
路
面
の
鋪 

裝
や
櫧
梁
溝
渠
o.

築
造
に
要
す
る
材
料
の
費
用
の
問
題
が
殘
る
。
况
ん
や
、
材
料
に
對
し
て
の
み
な
ら
ず
勞
働
に
も
土
地
に
も
普
通
の 

報
酬
を
ず
る
.と
会
ふ
疋
常
的
だ
方
法
：に
侬
る
場
合
に
は
，、
費
用
の
：問
題
は
一
.
層
重
大
に
な
つ
て
來
る
；。
へ̂

に
は
，
'此
の
費
用
額
を
少
か 

ら
し
め
る
爲
に
、
«

政
府
の
負
檐
に
限
.界
を
設
け
た
^

の
：も
ぁ
る
。
例
へ
ば
雲
南
省
の
如
き
：に
於
て
：は
、
特
別
エ
：事
.

(

石
!1
:

事〕

:.
'
'
:
に

し 

て
五
十
米
以
上
f

の
、
橋
梁
に
し
て
一
來
半
以
.上
の
も
の
、
へ
並
び
に
植
樹
に
要
す
る
費
用
は
全
部
政
府
の
負
櫞
と
しr

碎
石
路
固
鋪 

裝H

事
も
幅
五
米
夤
さ
1ニ
：十
_

*
長
：さ
1

轩
.に
就
き
雲
南
銀
ー
一
〒
元(

國
幣
に
換
箅
し
て
約
一
千
元)

だ
け
は
政
府
の
員
■
と
す
る
が
、 

殘
餘
は
す
ベ
て
人
民
の
負
*

と
ず
‘る
の
方
法
を
と
つ
て
居
る
?

〕
。

併
し
此
の
場
合
：と
て
も
、
政
府
の
負
檐
す

る

部
分
の
費
用
を
如
何 

に
し
て
調
達
尤
る
'か
€>
問
題
が
淺
#

ず
る
の
.で
ぎ
る
？

.'
■(

1

>

,-
1
交
通
雒
誌
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四
卷
1
三

期

(

資
料
三
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ニ
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五
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資
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五
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資
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費
用
調
達
の
方
法
と
し
て
は
種
々
の
手
段
が
用
ひ
ら
れ
た
。
'例
へ
ば
、
各
縣
の
公
有
財
産(

例
へ
ば
廟
宇)

•の
賣
却
代
金
を
以
て
費 

用
に
充
て
た
例
は
四
川
省
に
見
出
さ
れ(

5
っ
パ
各
方
面
か
ら
の
寄
附
金
を
集
め
て
費
用
に
充
て
た
例
は
察
哈
爾
齊
に
見
出
さ
れ
'?)
、 

中
央
政
府
か
ら
の
肋
力
の
み
に
依
賴
し
た
例
は
貴
州
省
及
び
安
徽
省
に
見
出
さ
れ
る
.?〕

の
で
あ
る
が
、

併
し
多
數
の
場
合
に
は
費
用 

の
含
又
は
大
部
分
I

の
'

I

收
入
及
び
S

借
款
と
中
央
政
府
ょ
り
S

助
及
び
貸
付
讀
に
仰
い
で
居
る
如
く
で
あ
り
、
せ

 

し
て
蜜
營
公
路
運
送
事
業
收
入
を
も
之
に
充
當
し
て
居
る
例
も
湖
南
省
に
は
見
出
さ
れ
るo

)

の
で
あ
る
。

今
、
此
の
租
税
收
入
は
、 

雲
南
赏
の
.場
合
に
就
て
見
る
に
、
鹽
股
税(

鹽
税
附
加
.稅)

、
開
廣
邊
鹽
税(

邊
境
に
於
け
る
鹽
產
を
開
發
し
て
之
に
課
す
る
税
>
、
特 

貨
輸
出
税
.
.

(

特
別
貨
物
輸
出
税)

、
,箇
舊
大
錫
稅(

箇
舊
產
の
錫
に
對
す
る
附
加
税)

、
食
鹽
蓮
銷
處
剩
餘(

食
鹽
公
路
附
加
税)

、
修
路 

附
加
税(

保
線
軍
稅)

、
並
に
地
方
認
股
稅
等
の
多
數
種
目
に
上
つ
て
居
る
9

)

。

又
、
省
の
借
款
收
入
は
、
江
西
省
の
場
合
を
見
る
と
、 

財
政
廳
の
公
路
借
款
と
中
正
橋
借
^ ,(

公
路
<D
營
業
收
入
を
擔
保
と
し
て
銀
行
ょ
り
借
入
れ
た
も
の)

と
か
ら
成
つ
て
居
る
が
ハ
10)

、 

七
省
公
路
の
關
係
諸
翁
の
場
合
に
は
、
'建
設
公
債
及
び
銀
行
借
款
の
外
に
、
更
に
自
動
萆
會
社
借
款
や
抵
當
借
款
が
あ
る(

11

、
|
中
央 

政
府
か
ら
..の
.補
助
金
と
し
て
は
江
西
省
で
.は
一
.
五
灌
附
銳
'(

中
炎
政
府
が
本
省
の
鹽
税
に
對
し
て一

割
五
分
の
，附
加
税
を
徵
收
し
て
之 

を
本
，翁
の
公
路
建
設
費
に
充
當
す
る
も
の)

、
中
央
鹽
附
税
の
公
路
建
設
補
助
費(

中
央
が
鹽
税
附
加
税
の
項
下
に
毎
月
八
千
元
を
支
出 

し
'て
本
赏
.公
路
建
設
に
對
す
る
補
助
費
と
す
る
も
の)

、
行
營
補
助
費
司
令
部
か
ら
本
省
の
公
路
築
路
隊
や
土
方
組
等
，の
；經
費
を

皮
.那

に

於

け

：る

遺

路

逮

設

：に
：就

て
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「

一

:

:
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11
V
:
同
上 <

 
資
料
ニ
七
六
三
號
>
ぃ 
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V
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^
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12)

同

上
®

料1
1
U
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五
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'

右

の

如

き

種

々

，の

手

段

ゅ

、

唯

I

っ
だ
け
で
濟
ん
で
居
る
も
の‘は
少
い
の
で
あ
り
、
而
も
其
の
組
み
合
せ
方
は
错
に
ょ
っ
て
著
し
く

，
相

違

す

る̂
の
が
あ
る
。
例
へ
ば
貴
州
樹
の
如
き
に
於
て
は
、

I

方
で
は
、
全
然
中
央
政
府
の
負
檐
を
以
て
す
る
か
、
又
は
其
.の
補
助

.

及
び
追
加
補
助
.に
ょ
る
か
、
或
は
行
營
養
路
處
が
主
持
す
るか、
双
は
其
の
補
助
t
以
て
す
る
と
云
ふ
が
如
く
に
中
央
政
府
に
依
賴
す

る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
土
地
の
無
償
徵
用
、
.義
務
徵
ヱ
、
租
稅
加
重
等
の
手
段
を
用
ひ.た
C13)

。

雲
南
错
で
は
前
記
の
如
き
祖
稅
の

外
に
冲
央
か
ら
の
補
助
を
仰
い
で
收
入
の
途
を
立
て
た

(

14
;
>.0
七
省
公
路
關
係
諸
樹
を
總
括
し
て
見
る
と
、

(

一)

中
央
か
ら
は
交
附
金•

三
省
剿
匪
司
令
部
補
助
金.
•全
國
經
濟
委
員
會
の
築
路
基
金
よ
り
の
借
入
を
受
け
、

(

一0

省
庫
に
あ
つて
は

各
種
の
附
加
稅
ハ
例
へ
ば

田
租
附
加
税
鹽
税
*
附
加
税)

を
徵
收
じ
、
：(

三)

地
方
政
府
か
ら
は
縣
政
府
の
エ
'事
交
附
金
0£

收
受
^
^
^

C D

徵

收

等

を

行

ひ-(

四
^ :

債

傲

款

と

し

す

は

雄

設

公

債
•
銀

行

麗
•
自

動

取
#

社

讓

、
抵

霞

款

等

を

用

ひ
'、

(

S

震

利

益

：と

：
.レ

： 

て

は

自

動

琪

遝

送

收

人

を

以

て

ず

る

と

 

一

K

ふ

多

元
.的

な

方

法.を

耽

つU

居

る(

1 5)

。
.
而
1 -
:

て
&

西

省

の

民

國1
一
十
1

举

ー

月

か

ら一 1

十 

四

年

六

月

末

迄

の

間

に

於

げ

る

公

路

建

，

收

入

の

項

目

及

び

金

額

を

見

る

と

、
八

—̂M

五

鹽

敗

税

がt

!■

四

十m

萬

餘

元

、c 
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中
^

®

附

稅

の

公

路

直

設

補

助

費

が
5

十

二

萬

元

、0

ー
ー

)

全

：國

經

濟

委

員

會

ょ

り
< 0
.歡

款

が

約

亩

三

萬

六
1 *

兀

、(

四

>
行

營

補

助

費

が
 

セ
S

S

ハ

千

元
c

$

各

縣

ょ

り

の

「

橋

管

斃(

認

■
M

i
l

 

|

|
麵)

.於

五
+:
萬

穴

申

爷

萬
元
、
"(

七)

裕
民
敗
行
か
ら
0;
;

中
正
：橋
偕
款
が
ニ
七
萬
1兀
、(

八)

エ
事
雜
收
人
が
屮
八
禽
四
千
餘
元
ノ
合
計
八
百
八
十
九
萬
六
千
餘
元 

と
な
つ
て
居
り
、
大
約
半
額
が
中
ギ
の
援
助
、
.三
分
の
.1.

弱
が
借
款
か
ら
成
つ
，て
居
る
の
で
あ
る(

16
0
。

猶
ほ
、
前
記
七
省
を
分
述
す 

る
と
、
、江
蘇
贫
で
ぱ
收
人
四
貧
五
十
萬
元
の
中
、
全
國
經
濟
委
員
會
支
出
が
百
十
萬1

兀
、
公
路
建
設
公
債
實
收
高
が
百
萬
一
兀
、
全
省
田 

租
附
加
税
が
約
’二
百
四
十
寓
元
.で
、
過
半
は
租
稅
で
賄
つ
.て
居
る
。
浙
江
省
で
は
收
入
四
百
七
十
七
萬

一兀
中
、
中
央Q

.

支
出
が
三
百
三 

十
萬
元
、
銀
行
借
款
.が
.耳
十
萬1

兀
、
自f

車
會
社
借
款
が
約
三
十
七
萬1

兀
で
、
大
半
は
中
央
の
支
出
に
係
つ
て
居
る
。
安

馨

で

は

公 

路
建
設
公
債
發
行
總
額
約
百
萬
元
、'
:借
款
七
十
八
寓
元
で
、
全
部
が
借
入
金
で
あ
る
。
江
西
省
で
は
鹽
稅
附
加
稅
が
百
萬
元

、
中
央
の 

補
助
が
九
萬
六
千】

兀
、
金
_

經
濟
委
員
會
か
ら
の
借
款
が
約
百
萬
元
で
、
中
央
か
ら
の
借
款
と
ま
税
收
入
と
が
約
半
々
で
あ
る
。
湖
南 

省
で
.は
營
業
利
ぎ
.が
約1

1

ナ
.四
萬
元
、
省
庳
が
三
.十
八
萬
四
千
元
、
各
種
附
加
税
が
四
十
萬
元
で
、
借
入
金
も
中
央
政
府
支
出
も
淼
く 

全
部
自
力
で
や

：つ
て
席
る
，
湖
北
省
で
：は
中
央
補
助
が
四
+:
,七
萬
元
1

公

債

發

行

が
f

萬1

兀

,'
臨
時
調
達
が
五
十1

,

萬
元
：で
あ
る
。

，

史
那
に
貌
け
る
道
路
敗
殷
に
贫
て
ノ
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以
上
叹
如
く
に
し
て&
來
上
づ
た
氣
路
の
狀■
を
見
る
に
、
，
之
は
省
に
ょK
路

ょ

つ

■て
多
大
の
相
違
が^;
仏
、
“一
方
で
は
可
な 

り
-完
.服
し
た
も
の
も
が
る.が
、
他
が
に
ば
頗
る
餌
惡
な
も0
も
か
る
-0
|
:视
へ
.
-ば
脱
謂
ゼ
雀
の
旣
課
公
路
に
就
て
見
で
も
、
;
そ

れ

は

、
.
或 

は
軍
事
-
4
0點
|
§
の
爲
め
、
或
.は
運
輸
の
需
要
に
應
ず
る
爲
に
、
專
ら
速
成
に
の
^
法
意
^
撕
つ
て
居
た
.

1

方
で
は
財
力
及
び
人
材
に 

mi
K
さ
れ
て
、
各
種
エ
歇.の
標
灌
だ
注
意
す
る
遑
汝
く
路
線
の
設
計
も
不
完
全
で
激
轉
ゆ
^

&

諸̂
所
に
免
れ
な
い
狀
態
セ
ぁ
る
。 

.加
之
、
#
來
のM

道
や
堤
瑭
を
利
用
し.て
公
路
を
造
る
場
合
に
は
路
基
を
改
修
せ
ナ
路
軋
を
_
裝
せ
哜
、
葚

し

き

は排
水
の
溝
渠
を
設 

け
ず
、
进
い
橋
梁
を
利
用
し
て
無
理
に
其.の
上
を
運
轉
通
行
せ
し
め
る«!
入
ロ1
2>
:
.
;
^
、
瑯

茏

に

は
道
路
咴
,

と化

し
、
.路
*
を
埋
沒
し 

て
運
■
不
能
と
な
る
、
と
一
衣
ふ
が
如
き
は
到
る
所
に
見
受
け
ら
れ
る
と
と
ん
で
权
る
と
武
ふ

^
'

)

。
併
し
な
が
ら
X
七
省
中
で
も
浙
江

湖
南
の
兩
省
'の
如
き
は
比
較
的
完
.全
な
方
で
、
江
蘇
.
•
‘江
西
の
兩
省
が
之
に
次
い
'で
居

义
.
安
徽
•
湖
北
•
河
南
の
三
省
は
最
’も
劣
つ
て 

:

居
る
。
即
ち
、
.湖
南
及
び
淅
江
の
兩
稽
に
於
.
v
.
«>>
路
幅
は
前
者
に
あ
つ
，て
は
四
•
六
米
、
後
者
に
あ
つ
て
は
.三
米
、
五
米
、
七
米
の
三 

極
に
分
れ
、
鋪
裝
路
の
割
合
は
前
者1

一
割
艽
分
、
，後
者
七
割
忆
達
し
.、
橋
梁
め
*

き
ば
雨
^

^
も
^

部
分
.は
右
戈
は
'=
»
シ
ク
リ
，丨
.ト
製 

で
あ
；り
、
永
久
的
な
鐵
撟
も
あ
る
。
之
：に
反
し
.て
安
徽
*
湖
北
*
河
南
：の
.三
省
?>

如
%

は
.、
：幅
員
.辟
何
れ
も
三
米
で
：あ
つ
，て
、
自
動
車
ニ 

謇
の
平
行
を
：許
さK

鋪
裝
賧
の
割
合
は
そ
れ
ぐ
一
：艽
炻
、
五
^

、，'
}兴
未
滿
に
過
>
.
な
い
ぬ
み
な
ら
ず
、：
鋪
裝
が
簿
い
の
で
癀
量
貨 

物
を
積
ん
だ
自
動
車
が
通
行
：す
れ
ば
路
阎
が
四
む
か
.粉

碎

さ

.れ

る
こ

：
と
が
少
く
な
い
狀
態
で
あ
る
。：

橋
梁
は
！？
南
省
が
石
橘
•
木

橋

•
煉 

，瓦

橋

を

有

す

る
'
の
み
で
.、：
他
の1

一
省
は
臨
時
的
の
木
橋
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い

。

假
令
相
當
の
橋
梁
が
あ
つ
.て
も
、
同

|

路
線
上
.で一 

は
五
噸
、：

他
は
；七
噸
半
と
袞
ふ
が
如
く
に
：各
自
(0

間
に
耐
束
能
カ
に
相
遠
が
.あ
.る
場
合
も
あ
る
:0

甚
し
き
に
至
つ
.て
は
全
然
橋
梁
が
な 

.く

、
波
船
女
以
て
用

を

辨

じ

て

居

る

も

へ

の

も

あ

'
り

、
淺
い
;1
[

食
^

は
河
廣
に
橫
溝
.を

堀

つ

，
て
之

に
左

右
一
一
個
.の

右

を

幷

べ

て

自

動

軍

を 

..し

て
水
中
を
通
行
^

し
め
.て
居
る
も
の
す
：ら
■%

あ
る
の
で
あ
.る…

^

.

猶
姓
鋪
裝
路
の
劍
合
«

右
の
七
廣
以
外
.で
.は
廣
西
省
の
五
割
、 

,
江
西
猶
の
四
割
を
最
と
し
、.
四
川
及
び
福
建
の
1

ー
割
、
貴
州
の
1
割
7-
\

分
が
之
.に
.次
ぎ
"

他
は
.遙

：か

に

弟

つ
.
.て
居
る
。
而

し

.
て民國 

證
十
四
年
：

(

：
ー

：

九

三

五

年

)

に
は
未
だ
.ー
轩
の
鋪
裝
路
も
な
い
も
の
が
邊
境
地
方
に
十
错
も
あ
る
^

〕

。
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末
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國

公

路

姐

程

統

計

表

に

據

れ

ば

、3

西

•
西

康

•
陝

西

•
靑

海

•
察

哈

爾

•
緩

遠

•
密

¥

蒙

古

.
新

髖

'«
西

織

等

，
家

那

：
に

於

け

'る

道

路

雄

設

£

‘て
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け
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遵
路
建
_
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就
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c
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j
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に
は
鋪
裝
路
は
ニ
 
籽
も
な
い
。ぐ
::
'
.

(

<翁

^

V

 

:
_
.
'

へ
：

假
り
.に
.完
全
な
鋪
裝
路
に
就
て
見
て
も
そ
れ
は
使
用
に
よ
っ
て
常
時
破
損
を
免
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
支
那
の
公
路
の
如
く
に
鋪
裝 

の
簿
い
“

の
と
か
叉
は
金
然
鋪
裝
の
取
い
も
か
に
在
^

て
ぽ
*

1

層
迅
速
に
.破
損
を
來
し
て
遂
に
は
使
用
し
難
き
に
至
る
。
况
ん
.や
雨 

期
：̂

:
に
：は

全

く

泥

濘
^

化
し
て
通
行
し
難
く
な
^

兹
^

於
て
：
か

道

路

：の
；保

修

3:
事
社
他
の
場
合
に
於
け
る
よ
り
も
一
層
重
要
な
仕 

•»
に
.な
^

の
：.で
：'あ
：る
.が
.、
：
併

し

概

し

て

^

へ

扠

此

(?
>
汸

面

の̂

M

は

充

分

に.行

届

：
い

て

：居

な
;v
>
や
ぅ
で
'あ

.
る

c

江
蘇
省
な
ど

で

は

、

公 

路
の
維：

持
を
ば
公
路
.上
の
運
送
事
業
の
經
營
者
の
；實
任
と
し
て
あ
り
、
從
0

て
省
醫
自
勸
車
，を
键
轉
す
.る
路
線
は
省
政
府
で
保
修
す
る
，
 

が
、
段
營
诌
動
車
の
：運
轉
さ
れ
て
.居

る

路

線

は

.自

動

車

會

社

が

翁
政
府
の
：監
督
を
.受
け
て
保
修
す
る
/
0と
：に
な
っ
て
居
る
。
今
、
省
營 

の
も
の
に
在
っ
て
：は
.ノ

公

路

管

理

局

の

，各

路

線

辦

事

處

.a

に
養
路
所
又
.は
單
な
る
養
路
隊
を
設
けh

務
員
を
置
き
、
鋪
裝
路
に
在
っ
 ̂

は

：

一

籽

乃

，至

一

籽

半

に

付

き

一

人

、

：土

路

：に
在
っ
て

.は

五

籽

乃

至

十

九

籽

に

.付
きI:

人
の
翁
崎
エ
を
.以
て
保
線
の
事
に
當
ら
1>

めV

居 

る
。
又
江
西
省
の
如
き
は
旣
に
通
.車
し
て
居
る
各
縣
.の
保
修
.に
關
し
て
A

箇
所
の
#

路
段
を
設
け
、
'
其
の
各
：夂
にU

人
三+

頭

1..

名
か
ら
成
る
道
路
班
：を
約
六
十
籽
に
付
き1

班

：の

割

合

を

以

て

雇

入

れ

て

：居

々

、

別

f
e飛

班

若

干

を

設

け

.て

隨

時

派

遺

の

用

に

備 

へ
.て
房

る(

6)

°
.

以
4

0
兩

畨

の

如

き.は

保

修

の

行

屆

い

：て

居

.る

.部

類

で

あ

：る
，

省

內

に

正

式

.に
建
設
.し
た
公
赂
を
有
せ
ず
從 

っ

て

降

雨

に

際

し

で

办

破

損

の

大

な

：る

陕

西

省

に

於

：て

、
：
公

路

管

理

局

忙

護

路

^

臀
隊
.
1、大
隊
を
設
け
，
之
を
ニ
部
に
分
ち
、
各
部
に
. 

四
十
人
と
路
馨
三
十
人
と
を
置
.い
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
0

や
：
建
設
費
€>
.
不
充
分
な
.る
結
艰
と
.し

て

エ

事

の

不

完

全

な

：る

事

か

ら

坐

ず 

る
破
損
の
少
か
ら
ざ
..る
阀
川
省
に
'於
て
、
会
理
局
內
の
ェ
_

®

双
び
車
務
處
の
-K
に
養
路
段
を
置
き
其
の
下
に
養
路
罾
を
置
い
て
居
る

に
過
ぎ
な
い
の
は
不
充
分
た
：
i

免
れ
な
い
や
ぅ
で
あ
るC
6

)

。：
 

.更
に
湖
北
省
：の
養
路
費
が
苹
額
四
萬
，八
千
元
に
過
ぎ
な
い
こ
：と
、
河 

北
翁
の
，保
線
隊
が
一

1

百
十
，

1

名
か
ら
成
つ
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と"河
南
省
で
五
支
里.に
付
きH

夫
一
人
を
配
し
て^
る
こ
と
など

、 

何
れ
も
素
ょ
り
不
充
分.で
'あ
，る
?〕

。
.
若
し
そ
れ
貴
州
省
，で
保
修
員
の
常
設
な
必
要':に
應
じ
て
之
を
*
集
す
る
に
過
.ぎ
な
い
事
の 

如
ぎ
ば
全
く
論
外
と1K

ふ
：の.外
な
く
、.斯
ぐ
て
は
道
路
に
凹
凸
を
生
じ
石
塊
が
橫
杜
つ
て
車
を
行
る
べ
か
ら
ざ
る

^
至
つ
て
居
る
.と
云
.
 

ふ
の
も
當
然
と1K

は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
：

(

8〕
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"公
路
の
建
設
運
前
ば
支
邨
に
於

V

何
等
の
議
論
も
な
く
無
批1
^
.に
行
ば
れ
：て
居
る
：の
セ
は
な
く
、.'
之

に

關

し

セ

：は

賛

否

：の
論
も
あ 

认

;:
>
弊
寄
改
薺
に
關
す'る
提
案
も
行
は
れ
て
思
る.o
: 

. 

.
V 

:

.公
路
建
設
運
動
を
支
持
す
る
諸
論
の
中
で
異
論
の
最
も
少
い
や
ぅ
«

ぇ
る
も
の
ば
、
ホ
を
4

て
1|
1

匪
の
%

^

な

る

手

段

と

爲

す

の 

議
論
で
あ
る
。
茲
だ
其
.の

-'
を
紹
介
ず
る
.と
大
宴
次
の
如
く
に
論
，ぜ
ら
れ
て
居
：る
。
..
公
路
.が

未

だ

充

分

發

達

し

：な

か

：つ

た

」 

頃

は

土

匪

の.患
が
日
々
絕
ぇ
る
こ
と
^

く
、
民
は
安
堵
す
る
こ
と
が
少
か
つ
た
？
匪
賊
は
山
林
壑
嶽
の
險
を
利
し
其
の
勢
運
だ
旺
ん
で
、 

家
那
：に
於
げ
る
歡
路
建
殷
ぱ
就
て 

二
五
：

C
1

八
三〕



^

那

瘍

げ

る

遨

馨

說

「

に
，就
‘て
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數

十
§

大
軍
を
以
.て
稹
年
之
を
时
伐
す
石
も
依
然
剿
滅
し
盡
す
こ
と
が
出
來
恕
加
9

た
。
^

し
、
、交
通
不
便
に
し
て
運
輸
闹
雛
な
る 

§

,
 

‘1

方
を
紂
俅
す
れ
ば
他
方
.に
逃
げ
、
■事
實1

掃
の
方
法
が
蕪
'か
0
.た
の
^

あ
玫
。.
.然
名
r

當
局
^

^

通
と
剿
匪
と
の
：關
係
に
留 

意
：し
1

各
#

を
督
促
し
て
積
極
的
に
交
通
.を
改
良
.せ
し
め
•
'先

づ

嵌

初

に
！
！

便

鐵

道

を

試

用
C

た
が
、
、幾
多
險
f

山
嶺
を
越
.え
る
.に 

.:は
利
ず
る
所
が
少
か
つ
た
の
で
、始
め
て
公
路
を
建
設
す
る
.
£
に
努
め
、
軍
事
の
迆
股
に
資
せ
し
め
た
。
故
に
江
西
省
で
は
公
路
建
設
後 

に
：至
：マV

、

.助

前

匪

賊

谭

域

^

な
つ
丈
居
だ
數
十
縣
が
©

を
接
し
：て
^

第
に
、囘

復

ざ

れ

だ
'.
:°:

凡
そ
公
路
の
；通
ず
る
地
で
は
匪
賊
：の
出
沒 

は
直
に
見
ら
れ
な
く
な
り
、
其
の
進
展
も
.急
速
で
ー
瀉
千
思
の
觀
が
あ
る
.°

即
ち
河
南
，
湖
北
*
安
#

の
三
猶
は
剿
_

が
直
ち
に
成
功
し
、 

福
建
事
變
の
迅
速
な
平
宛
も
亦
生
と
し
て
公
路
交
通
の
便
利
な
事
の
結
果
で
あ
る
。
之
を
見
て
も
公
路
は
軍
事
を
協
助
し
邊
境
の
防
備 

を
堅
固
な
ら
し
め
得
るこ
と
ば
凝
は
な
い
所
で
あ
る
：
?)

、
と
。

':

.

0

1

0

J父

通

雜

誌」

第

四

卷

第

7

ニ

期

所

載

論

文「

江

蘇

.
浙

江

る

徵

.
江

西

.
湖

北

*
河

雨

.
湖

南

七

省

の

公

路

運

轍」
(

上

霧

事

處

調

蜜

資

料
 

第

.一
ム
七
六
三
號)

パ

' 

'
 

パ

.
:

.併
し
他
方
.に
は
交
通
政
策
の
見
地
か
ら
、.特
に
鐵
道
と
.の
關
係
に
於
て
可
否
の
論
が
行
は
れ
て
居
る
。
例
へ
ば
、
公
路
の
建
設
費
は 

.
鐵

道

よ

り

も

安價
で
あ
る
が
、
載
貨
最
に
於
て
劣
る.の
み
な
ら
ず
、
車
輛
の'損
耗
や
W
ソ
サ
ン
の
消
耗
等
が
多
い
の
で
、
交
通
量
が
多 

:

大
で
.な
け
.れ
ば
利
益
を
擧
げ
難
い
。.故
に
、
公
路
は
縣
鄕
間
の
往
来
に
適
し
、
國
道
や
锴
道
の
如
き
は
鐵
道
を
以
て
す
る
を
可
と
す
る
、 

”と
0-
意
風
も
瑰
ー
は
れ
て
居
る
?
.

)

。
又

、
公
路
を
建
設
し
て
も
運
轉
さ
れ
务
車
輛
は
自
動
車
を
第
一
と
す
る
が
、
自
動
軍
も
其
の
燃
料 

:

た
る
ガ
■ソ
リ：

ン
も
共
に
外
國
か
ら
の
輸
人
に
待
っ4
な
い
、
從
つ
て
平
時
に
於
て'外
國
に
國
幣
金
流
出
さ
せ
るこ
と
と
な
る
のみ
な

ら

ず
、
^

朝
海
港
を
封
敏
さ
‘を
れ
ば
自
動
車
0;
運
轉
は
不
可
能
占
な
紀
、̂

躜
は
有
0
:て
.無
き
於
如
く
：に
な
今
故
に
平
時
戰
時
を
通
じ 

.

.で
一
國
の
女
通
を
維
持
す
石
®

に
は
.鐵
道
O'

發
達
に
侬
賴
し
な
げ
れ
ば
な
レ
ぬ
を
提
げ
：て公路建設に反對

し
て
唐
る
者 

-%:
•
あ
W

C
3;〕

Q

然
る
に
*

是
等
办
反
鳅
論
に
對
立
し
て
、
ft

道
建
設
^
-

wも
公
蹤
痤
設
5:
;
.
.
1適̂
當
な
り
と
す
る
.の
意
見
も
發
表
ざ
れ 

:
<
0
る
。
.其
.
^
一
 

に

日
ぐ
、最
近「

年
間
に
於
け
る
* ;
^ -

:に
r

が
^

一"分
路
は
.
'一
取
間
め
六
首
十
.S'
-
萬
元
を
以
て
五
千y

W

九
十
六
籽 

だ

し

、
.鐵
道
ぼ
. 一_

間

5;
:

一
 

見
1
1十

四

萬

元

釔

撕

で

瓦

十

‘杼

だ

;̂
完
瓛
レ
だ
,°
'

卿
ち
、
公
路
は
同1

期
間
改
に
歌
最
に
於
て
鎩 

道
のK

倍
'だ
け
完
成
し
、
而
も
費
用
は1

籽
に
付
き
鐵
道
の
三
萬
元
に
對
し
て
三
十
分
の
一
の
千
百
六
十
一
元
を
要
し
た
に
過
ぎ
な
い
。 

此
の
割
旮
を
以
て
す
れ
ば
、
時
陬
0

點
か
ら
見
て
公
路
建
設
の
速
さ
は
鐵
道
<2
)
.六
倍
で
あ
り
、
經
濟
の
點
か
ら
見
れ
ば
三
十
分
の
一
で 

あ
る
。
t

甘
の
時
間
ど
經
濟
と
(n

相
.乘
積
を
以
て
す
れ
ば
、
皦
通
0

建
設
費
は
公
路
の
百
八
，十
¥

^

な
る
。'
從
つ
.て
、
丨「

定
(0

-
經
費 

を
以
て
ず
队
ぱ
、
.公
路
は1

年
で
足
o
.
る
:̂

鐵
道
は
百
八
十
年
を
，要
す
f

.
一
 

定
の
齡
費
で
一
定
期
間
に
売
成
ず
る
公
路
ば
縱
道
の 

苗
八
十
倍
に
達
す
べ
く
、f

定
期
間
に
一
定
の
長
さ
：の
路
線
を
作
る
と
す
れ
ば
鐵
道
ゆ
八
ム
路
か
百
八
十
倍
の
.費
用
を
要
す
るM

J

に
於
る
。

派
ふ
る
に
軍
#

上
の
價
値
は
、
.鐵
道
お
ヶ
も
道
路
ひ
方
が
優
つ
て
‘居
る
ヶ
故
に
令
印
の
計
と
し
て
は
鐵
道
ょ
ル
も
公
路
の
發
達
を
圖
る

を

可

と

す

石(

4

r
 

.
と
0:
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 ̂

ン

•.

ッ
'
,

ン
支
那
に
於
げ
る
激
版
.婕
蕾
就
て 

一r

七

C

I

A

S



安
：那
に
於
け
：る
道
路
建
設
片
就
，て 

ニ

八

C

I

A六)

又
、
公
路
の
：建
設
把
對
し
て
は
ネ
ぞ
れ
は
取
に
人
段
を
疲
弊
せ
し
め
民
財
を
浪
費
し
地
方
を
騷
擾
せ
し
め
る
の
み
で
何
等
經
濟
の
復 

興
に
貢
献
し
な
い
、
ど
致
ル
論
據
を
以V

反
對
ず
る
聲
も
あ
る
。
.其
.の
.1K

ふ
所
に
據
れ
ぱ
、

七
省
聯
絡
公
路
の
如
き
は
*
地
方
の
疲
弊 

や
水
速
の
發
達
に
_

り
、
公
路
上
で
瓿
搬
さ
扣
る
も
の
の
最
大
部
分
は
旅
客
で
#

る
。
自
動
車
運
送
は
高
價
を
要
す
る
の
で
、
人
民
に 

は
利
用
價
値
於
な
^

。
偶
々
運
搬
さ
れ
る
貨
物
あ
り
と
せ
ば
そ
れ
は
輸
入
品
に
過
ぎ
ず
し
て
、
益
々
地
方
の
.經
濟
坐
活
を
腿
迫
す
る
。 

斯
<:
:
し
..て
土
匪
は
殖
和
る
0「

民
脉
5:
'
勢

消

し

ゼ

公

路

を

—*
>

51
:多
く
作
洗
ば
そ
れ
，だ
げ
益
^

併
^

龙
ビ
^

%
之
：に
對
す
る
駿
論̂'
現
ば
れ
で
居
各
の
で
あ0-
:て
、
'斯
ぐ
3
域
ぎ
は
乾
業
'上
：の
後
勝
國
に
通
有
の
現
象
で
あ
る
と
做'

し
'
公
路
«.
產
業
の
&

を
掇
助
^

あ
交
通
上
の
利
器
で
あ
.ふ
^ ;
も

拘

装

、
'經
濟
吖
發
達
1>
-
て
思
な
^
0

て
替
を
£.

に
基
即
す
，る
：と
做
1>
:
:、
積
極
卿
£

農
業
'の
亂
發
や
商
エ
||
-

の
振
作
を
行
は
ビ
成
功
は
疑
な
じ
、
.
と
論
ぜ
ら
れ
て
居
る
^

)

。

.

-

ぃ

：

：”

"

、

〔

：

-

ン

•:

...

ノ 
*

.
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.

.

.
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. 

.
■

-

,
<?
ô 
' 

.
-S
1

ヒ
' 

.. 

.

.

.

- 

I
. 

- 

;

々
更
に
、
&1
路
建
設
4
の
辧
拔
に
關
し
て.も
種
々
^
.不
_
が

浊

ら

さ

れ

て

鹿

る

。
、
例

"へ
ば
$":土
地$:
-
-

收
用
し
、て
其
0
收 

ば
ぬ
と
か
>

x
事
に
'從
事
し
た
勞
働
者
迄#'
銀
を
吏
狒
吃S

と
私
、
墩
^

^
叙
^
納
饨
を
怠
.つ
た
者
を
投
獄
す
る
と
か
、

連
中
が
騷
擾
を
起
し
て
良
民S

迷
惑
と
な
る
i

が
^

ふ
が
如
き
ど
と
は
各
地
专
經
警
れ
て
屠
石
那
で
^

遝
動
さ
：へ.起
つ
：た
所
も
あ
る
ー
位
で
あ
る(

7

>
 
4

,
»

川
,
江
西
の
.雨
省
の
如
き
に
於
て
：は
、
.
義
務
徵
エ
が
.尤
な
る
問
題
と
ざ
れ
て
居( 

各

,0
四

川

省

で

ぼ

有

給

徵

ェ

^

私
谷
繁
ロ
に
は
能
率
が
低
下
し
費
用
が
膨
騰
ず
'る
.と
，云
つ
^

之
を
義
務
#W

に
よ
る
ご
と
と
し>

 

老
幼

婦
女
を
除
い
た
以
外
の
十
八
a

か
ら
因
十
五
歲
ま
で(

急
を
要
す
る
場
合
に
は
六
十
歳
ま
で)

0

者
に
道
路
築
造
の
爲
の
勞
働
の
義
務

を
課
し
、
事
故
に
ょ
っ
て
服
役
不
可
能
な
る
者
を
し
て
は
代
償
金
を
納
付
せ
し
め
た
。：
而
も
、
道
具
や
材
料
や
食
糧
ま
で
も
各
自
の
自

辨
と
し
た
の
で
あ
る
。
此
の
.方
法
は
、：:1.

方

で

は

公

路

建

設

反

對

の

，ハ
ー
論
據
：と

も

な

づ

て

居

.る
が
、
他
方
で
：は
之
を
以
て
組
稅
の
代
り

と
す
る
眼
り
は
適
當
で
あ
.る
と
て
来
認
す
各
苕
も
あ
り
、
大
體
ゆ
承
認
し
て
€

徵
エ
の
方
法
に
就
て
改
善
免
要
望
し
、
徵H

の
期
間
を

:

限
定
す
^

^

,か
、
；.農
繁
期
を
避
け
^

と
か
、
糧
食
は
給
與
す
る
と
か
萁
ふ
が
如
き
方
法
を
採
る
ベ
き
で
あ
る
と
す
る
向
も
あ
る(

C
O
0

,
c

7

o

::n
交

通

雜
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四

卷
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.
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九
月
'二
日
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五
號
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;
:

以
上
は
.'
:
*主
と
し
て
.公
路
，建
設
の
賛
否
に
關
係
：あ
る
所
論
で
あ
る
が
、
.兹
に
道
路
建
設
を
承
認
し
た
上
で
、
其
の
實
行
上：

に
種
々
の 

注
文
を
出
し
^

居
る
.馨

4

る
。
：
其

ぬ.一
：は

公

路

建

設

の

：茶

統

化

に

就

て

V

あ

る

。'
即

ち

一

方

に

：は
•

鐵

遣

と

道

路,<
*
:
が

相

互

援

肋
 

關
係
に
在
る
.;1
€

も
朐
ら
ず
、
現
在
雨
者
が
管
轄
官
廳
を
異
に
し
て
居
る
0

は
不
適
當
で
あ
る
か
ら
、
路
政
部
を
設
け
ズ
兩
者
を
統
一
的 

.
に
I

し
、
'
I

f

し
て
系
統
的
に
路
線
を
定
l

i

#

に
軍
事
上
か
梟

'に
は
、匪
賊
时
伐
と
：

1
K

ふ
が
如
き
軍
事
上
の
目

的

を

以
て
.道

路

を

築

成

す

る
場

合

に

は

、
镩
成
し
て
泡
園
す
る
こ
と
を
意
と
す
る
か
ら
、 

.
H

事
不
良
に
，し
.て
系
統
な
く

、
.10
匪
終
了
後
：に
は
廢
物
と
し
.て
了
ふ
の
.
が
通
例
で
あ
る
、
從
つ
て
再
び
公
路
と
し
て
取
上
げ
る
場
合
に 

'は

改

.#
^

必
要
^

す
る
ポ
故
'に
當
初
:<
0

«
設
忙
當
0

て
.：は

全

體

的

建

設

方

鉗

0

見

地

：
に

立

づて

道

路

網

：の
：聯

絡

及

び

エ

事

の

設

訃

を

爲 

す

必

要

：が̂
る
、
と
一
衣
ふ_

論
^
扃
る
0

で
あ
る(

10〕

.0
其
の
.ニ
は
建
設
す
べ
き
道
路
0
品

質

に

關

し

：
て
：

<
あ

る

。
，
此

の

點

に

就

て

：
は

、 

支
那
に
於
け
ー
る
道
路
雄
設
に
就
て
 

こ九
ベー
八七

〕



支
那
に
，於
け
：
る
道
路
逮
設
に
就
て
，

 

三
_
0 

(-

一
八
八

)

'
 

極

カ

低

級

：の
.道
路
を
可
及
的
念
速
に
造̂

へ
き
で
あ
る
と0
論
が
あ
る
。.
.そ
れ
に
よ
れ
ば
、'現
在
:0
支
那
は
公
路
の
、
有
無

」

を
考
人 

る
：べ
き
時
で
あ
つ
て

「

美
醜」

を
考
へ
る
ぺ
き
時
で
は
な
い
。
貴
族
化
よ
り
も
普
猸
化
を
考
へ
る
べ
.き
峙
で
あ
：る
。
ア
ス
フ
ァ
ル
：ト
路
よ 

々
は
寧
ろ
姐
々
た
，る
大
道
を
造
る.べ
き
で
あ
り
？
公
路
と
他
の
交
通
機
關
と
：の
聯
絡
を
考
へ
.る
前
に
：先
^

早
く
造
：る
べ
き
か
を
考
ふ
ベ

き
で
あ

る

。
七
千
«

の
鐵
■

M

外
に
見
名
べ
き
交
通
路
の
な
い
未
開
國
で
あ
る
か
ち
、'
將
來
開
發
せ
ら

る 

ベ
含
地
方
の
交
通
自
的
は
軍
事
を
第」

と
し
、
農
村
價
値
を
第
二
：と
し
、=
次
で
其
他
の
：價
値
を
考
へ
る
べ
き
で
あ
り
、
白
人
が
道
路
に 

よ
つ
て
ア

メ

リ

カ

洲
を
開
發
U

た
先
例
に
倣
ふ
べ
き
で
あ
る
。
米
國
.は
道
路
建
設
上
、
.千
九
百
四
年
頃
に
は
品
質
よ
り
も
分
量
に
重
き 

を
置
い
て
@

た
が
-'
近
時
は
次
第
に
分
量
よ
0

も
品
質
に
童
名
を
置
く
.に
至
つ
た
0

支
那
は
目
下
千
九
百
四
年
の
米
國
と
同
樣
で
、
鐵
_ 

道
は
數
幹
線
.に
過
ぎ
ず
公
路
は
.發
展
過
程
に
在
る
の
だ
か
ら
、
今
後
公
路
建
設
に

當
つ
て
は

、(

一
い
載
重
量
は

次

な
る
を

要
せ
ず
、 

(

ニ)

經
濟
化
に
努
む
、(

三)

速
成
を
圖
.る
、
の
.三
原
則
に
依
る
を
要
す
る
。
各
省
區
の
豫
定
線
は
期
間
と
經
費
と
を
制
限
す
べ
き
で
あ 

り
、
貨
車
名
設
備
の
完
聲
や
速
力
を
：必
要
と
^

な
い
。
要
は
、
昔
の
馬
車
道
よ
り
も
優
れ
た
道
路
を
開
通
し
て
寒
村
と
都
市
と
を
繫
ぎ 

得
れ
ば
即
ち
足
る
、
：と
衰
ふ
0

で
あ
る(

11〕

？

.
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、
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號
；

>

-

(

10)

'『

交
通
雜
誌」

第
四
卷
第
.

1
V
4

一
期
所
載
論
文「

江
蘇
•
浙
江
•
安
徵
•
江
西
•
湖
北
•
河
南
•
湖
南
七
省
の
公
路
運
輸

J
v
l
、
c

上
海
辦
事
處
調
窜 

嘹
料
^

1
七

六

三

號

ド
:.
:

バ

.;

.
, 

'

.

-

(

11)

註

9

〕

の

論

文

、
二
。 

‘

然
る
，に
、.
右
の
諸
提
案
ょ
り
も
更
に
眼
界
を
廣
く
しV

、

七
省
公
路
に
就
.て

淇

の

管

理

行

政

，
財

政

.
エ

事
‘

運

輸
.0
:
四

項

目

に

關

す 

る
廣
饥
な
改
善
意
見
の
提
案
さ
れ
た
も
の
が
あ

、る
。「

交
通
雜
誌」

第
四
卷
第一

•
第
二
期
に
現
は
れ
た
ー
論
文
12)

が
之
で
あ
る
。

今
、 

其

の

：中

の

最

初

の
|
ー1
項
目
に
攔
す
る
具
體
的
0

改
:#
提

案

の

，大

要

を

見

ょ

ぅ

':
°

.

•
 

C
S
)

上
.海
辦
_

處
調
蜜
資
料
第
ニ
七
六.三
號
、

「

江
蘇
.
湖
江
.
安
徵
*
江
西
<
*湖
北
.
河
南
*
湖
南
七
省
の
公
路
運
輸

」

六
、

.

.

先
づ
公
路
の
管
理
行
政
に
關
し
て
は
、
第
一
に
、
中
央
に
於
て
.全
國
公
路
.建
設
に
對
し
有
效
適
切
な
る
政
策
を
採
用
し
、
交
通
經
濟
ー 

の
刹
益
凌
1]

る
パ
き
で
あ
る
と
做
1.
、
其
の
爲
に
は
a

)

全
國
國
道
網
を
速
か
，に
計
畫
し
、
設
計
を
統
一
し
建
設
を
指
揶
す
べ
き
こ
と
、 

(

2

い
各
猶
の
锴
靡
及
び
愈
耍
都
沛
に
於
け
名
權
絡
路
線
は
比
較
的
重
要
に
^

て
交
通
及
び
地
方
に
關
係
あ
る
も
の
を
選
ん
で
ま
双
せ
し 

め
る
.こ
と
-(

3

)

各
省
に
於
け
る
公
路
は
種
_

の
如
何
を
問
は
ず
、「

_

山
.
埠
頭
，_

場

，
エ

場

，
開

墾

場

，
森

林

南

臺

>

要

塞

に

通

ず.
 

る
も
の
、
並
敕
經
满
發
展
*
國
防
&

絡
運
猶
に
關
係
あ
：る
も
の
を
先
づ
建
設
し
、他
は
漸
を
追
つ
.て
建
設
す
^

含
こ
と
.、
'2)

各
蜜
の
旣
. 

設
1

は
必
ず
相
5:

に
連
貫
し
：各
她
茨
通
を
し
て
聯
絡
の
效
果
あ
ら
し
め
：る
こ
と
、(

？)

剿
匪

の

：爲

：に

地

方

で

&

設
才
る
葷
道
又
.は
小
：
 

道
播
は
-

;1
1
1-«
機
關
と
當
該
驰
方
め
公
路
圭
管
機
關
と
^

1

0
上
セ
設
計
;-
1
>、
公
路
機
關
を
し
ー
て

_豫

定

計

畫

を

參

酌

し

て

進

行

せ

，し
：め

、
；
 

建

設H

事

，に
：
は

兩

機

關

か

ら

身

：

H

築
路
隊
を
龃
織
$

て
協
力
合
作
す
る
こ
今
，.
6)

聯

胳

公

，路

.は

聯

猫

路

線

主

管

機

關

の

共

同

管

通

と 

す
ヾ
べ
き
こ-i
、
?

)

公
路
建
設
に
は
民
間
エ
夫
及
ー
び
葷
隊
の
外
に
囚
人
を
も
利
.̂
す
，べ
：き
.と
と
其
他
を
提
案
し
て
居
る
。
：第
ー
E

、
中 

央
に
益
國
公
路
觎
襁
關
を
設
ガ
て
全
國
公
路
を
主
管
す
べ
き
で
あ
る
と
.做
し
、
其
の
職
掌
と
し
て
は
T

)

全
國
國
道
の
設
計
‘
エ
事
， 

管

|
|
-
滌

理
:4

ゼ

經

費

調

達

：、

〈

;2)

全
國
の
道
路
：網
の
訏
畫
作
成
？(

;3)

«

道

及

び

省

内

：の
.國

道

の

エ

事

に

關

す

る

各

省

公

路

虫

管

機 

支
那
に
於
け
る
猶
路
建
設
に
就
て 

三1
:

£

八
九〉



..
被
那
に
，淤
け
る
.猶
路
逾
激

^

货
て 

三
；

n

 

<
1

九
o)

.

_

の
指
輝
監
督
^
4
:

)

エ
_

標
準
の
銃
；
-
建

識

»
及

び

交

遷
_

1

通
”

.及
び
其
他
公
還
潑
め
調_

』

懲

;#
省
國
邋
エ
程
處
の
組«
及
び
江
寧
_
業
の
：指
:«
:
監
#
、
.

(

7
^

,
嚟
财
政
.
材
料
等
;̂

硏
究
.

£

£
廳

兄

關

す

.2
»
碧

爾

;0
編
_

.

#

0

^

路̂
機
關
0
遍

染

蕭

#

漱

及

，び

深

輸

等

の

；問

題

に 

:
:對

す

.る

協'.
1
«
)解

決

派

：に

尊

門

的

人

材

：の

招

聘

、
：

〖 (

10)

交

灘

灌

輸

：に

關

す
.る
敎
育
的
刊
衍
物
の
«

#

印
刷
：臺
 

,

:

、次
に
公
路
^
脉
政
に
關
し
^
は
フ
^

ゾ
公
贩
蓮
設
費
及
奪
潘
庫
叉
は
地
方
滅
^

k

入

ル

、
，
自

動

琪

ガ

ソ

：
リ

シ

の

：
，取

入

：
の

'如

き

は

公

路

建

設

費

に

充

當

す

べ

，含

に

^
、： (

？
1

建
設

費

の

：支

出

は

败

入

を

考

隳

し

.：て
定 

む

べ

く

、
，
炎
し

て

.徒
に
大
な
.る
豫
：箅
を
計
上
せ
ざ
る
べ
き
こ
と
、C
4 

)

各
^
の
公
路
建
設
.に
.
^
^

• 

■ 

• 
, 
- 

.
* 

•
. 

. 

一.
：

. 

. 

•
• 

- 

- 

.

.

.

.

.

* 

• 

\
 

. 

L 

.

莧
を
作
成
ず
ベ
く
、
且
つ
爾
後
に
隨
意
變
更.せ
，
ざ

：
る

と

と

、

(

5)

道
路
修
理
費
を
計
上
し
道
路
を
し.て
常
に
摩
輛
の
.
運

轉

に

差

支

な

か 

ら
し
め
る
！

等
をI

す

德

|

に

感

の

エ

事

に

關

し

：て
は

'(

1
雀

を
設
け
、特
に
永
久
性
あ

る
建
築
を
爲
す
べ
き
?:

と
.

(

例
へ
ば
經
費
不
足
の
際
に
も
少
く
も
橋
脚
に
は
永
久
的
材
料
を
用
ふ
べ
き
こ

と)

、 

9

)

道
路
の
路
商
の
鋪
裝
を
堅
牢
に
し
需
要
に
從
つ
て
改
善
す
る
こ
士
、(

- 3)

各
省
旣
設
の
國
道
或
は
#

道
は
規
定
0

中
央
標
準
に
從 

て

改

良

し

劃

ー

盤

備の
效
あ

ら

し

め

るこ
と

、
?

)

各

省

.は

成

る
Y

 

く

省
內
產
出
の
建
築
材
料
を
使
用
す
る

こ

と•

 

(
L
0

 

)

各
错
公
路
の 

交
通
標
織
の
標
準
を
銃1

:

し

、
，色
彩
^

小
•
材
料
等
を
劃
一
整
齊
す
べ
き
こ
と
、
等
を
提
案
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

:

'

"フ
.：
：
ハ
--
-

-七
：

'

■ 

パ
' 

卜

.

.. 

-

_ 

:
:
<
ム
路
の
建
設
に
關
し.て
叙
上
：の
如
き
所
論
の
行
は
れ
て
居
る
間
に
、
中
央
政
府
で
は
今
後
の
建
設
上
に
就
て
有
ら
ゅ
.る
事
情
か
ら
見

て
實
施
可
能
^

る

實

嫵

要

綱

を

，立

案

レ

て

^

を

實

行

に

附

す

る

こ
ど
に
な
.つ
た
。
，即
ち
、
全
國
經
濟
委
員
會
は
、
行
政
院
の
：命
に
ょ
つ 

て〜

各

嘗

建

詉

か

中

旮

エ

作

と

1>
-
ぞ
.道
路
藤
設
及
び
永
利
建
設
の
實
施
方
案
を
柞
成
1>

て

行

政

院

：に
.送
附
し
た
所
が
、
行
政
院
は
此
の 

.方
案
を
i

«r
;
能
と
®

め
:̂

廣

近

亡

鑌

道Ai
政
•

#

^
»:
交
通
の
四
部
並
が
に
各
省
に
向
つ)

て
共
の
實
施
を
命
令
す
る
に
至
つ
た
の
で 

_
务

i

oぺ
撕
ぐ
し
亡
道
路
^

^

る
：
制

度

，
は

再

び

^
ち
直
：つ
た
と
.見
る
こ
，と
が出
來
ょ
ぅ
。

:
1

 

;

a

: c
b
p
r

各
樣
公
路
条
水
柳
建
課
實
施
友
案J

'(

民
國
甘
3£
年
ナ
ー
月
十.1:

日r

中
臾
日報

，，>

 (

上
海
辦
事
處
調
赉
資
料
第
三
四
：三
九
號

〕

今
、
'右
叹
賢
敏
方
案
の
和
で
道
路̂
關
ず
谷
部
分
を
見
る
と
次
の
如
く
に
記
さ
れ
て
居
る
。

,
r
l

、
.'全
國
或
は
.兩
省
以
上
办
#
絡
め
關
係
ぁ
：各
路
線
ぼ
皆
中
央
主
管
機
隱
に
於
せ
鏃
制
計
畫
し
、

(

各
省
は
責
任
を
以
て
之
を
建
設 

す
o
各
错
彫
府
は
右
ぬ
路
鵪
の
經
過
す
芩
行
政
區
聲
び
に
各
縣
に
對
し
、
土
土
事
の
協
ヵ
を
命
ず
る
こ
と
を
肖
。

1

>

.各
翁
建
設
齡
は
€

系
銃
の
公
路
钇
綺
制
建
亂
し
-
'路
線
&

摩
地
0

‘

區
縣
に
協
助
を
請
求
,

る
と
ど
を
得
0

'
 

m
、

#

區
縣
0'

公
路
.ゅ
各
行
政
«

及
氓
备
#

に
て
建
設
す
べ
し
^

但
し
實
際
必
要
の
有
無
及
が
聯
絡
關
係
を
充
分
考
慮
し
、
先
づ
區 

縣

の

系

統

^
!定
か
路
線
'圖
並
び
め
期
別
建
設
順
序
表
を
作
成
し
て
.建
設
廳
の
檢
茶
を
受
け
、
愈
々
建
設
に
當
つ
て
は
建
設
廳
の
監 

督

指

撖

を
受
ぐ
.る
.^.
一！s

ô.
'
v-'
o
ぐ
',•へ
 

V 

'
.
.
'

こ
.
.
“

：,
；
■/
:
‘
■
:;. 

- 

^

:

;/
-

.

-

 

.

.

西
、.
"公
^
で
_
檄
準
ば
蓮
餿
臌.E.

て
.全

國

經

濟

委

公

路
31
程
準
則
を
«
滕
.し
亡
劃
1
的
.に
規
定
1.
'
，

圖

則

を

制

定

し

て

各

縣

に 

配

蓮

照

せ
0^
か
.!0
.但
し
:>
:
#:
縣
鄉
道
ば
實
_
に
應
^:
1
|
1
-を
斟
酌
低
下
す
る
こ
と
を
得
。
其
の
場
合
に
は
路
線
の
勾
配
、
橋
梁
及
び 

溝
渠
办
故
1

€>
'

彫
跹
_
準
ぼ
乾(0
'
'
'規
定
欧
據
る
%;
&
と
^.
-
:=
'

'

:，〉

ン
^

1

,
=;
、

■

玄

雰
#
が
石
敗
版
逝
殷
.备
ー
て
 

三

三

C
1

九1
)



支
.瓶

に

於

け

る

_

#

設

:
 

三

呀

(

一̂

ニ)
。

(
ィ)

V 
土
»
路
§

呔
穴
來
半
ょ
り/1
>
な
る
を
得
少
、
.鑿
转
せ
る
區
間
は
四
米
ょ
り
小
な
る
を
得
ず
。

い
■ 
'(

ロ >
 

'.道
路
办
髙
ざ
は
普
通
氷
準

ょ

り.膨

響

_

麵
以
上
な
る
と

と
，

' 

バ

“ 

,
-

::
:
:

V

'

■ 

4
入)

.
'路
線
の
方
V

ヴ
の
最
小
半
徑
を
平
地
仁
於
て6

:

五
卡
米
以
上
{

办
菸
撖
帶
に
於
で
^

瓦
來
以
上
と
^

r

c

G

麗
勾
配
は
亩
分
の
八
ょ
り
大
な
る
を
得
ず
。
唯
、
特
殊
狀
況
の
も
の
は
百
分
の
十
に
增
加
す
る
こ
と
を
得
。
但
し
其
の

C

配

ひ

長

さ

•

.

一

 

百

米
^

^

,
る

こ

と？:
# ：
,

:.
'

.

.

.

'

ノ

c

ホ
^

¥

©
の
橋
_
溝
渠
0.
«:
重
は
瓦
堰
以
下
故
る
を
得
ず
、
叉
橋
梁(?
>
;裏
築
限
界
を
四
米
以
上
と
す？

.'
‘

五
、.
公
膝
の
_

線
並
^

に
3:
:事
計
畫
ほ
測
氣
0

結
取
に
ょ
り
規
定
檩
準
に
照
ら
し
て
亂
計
し
.、.
設
計
圖
*
施
行
細
則
*
經
費
谫
算
を
作 

成
し
、.一
主
管
機
關
の
檢
閱
許
可
を
得
た
み
.後
に
始
め
セ
實
施
ず
る
も
0

と
す
$

ぺ

■

ぃ，
:
.
'
.つ

へ

：

.
:

六
、"

公

路H

事

！̂
§

.

,

ゆ
エ
程
師
を
現_

に
：_

せ
.：

し
め
.
S

#

指
導
せ.
し
^ ;

0へ：
私
し-各
！

i

縣
に
技
徽
激
缺
如
せ
-る
場
合
に

は
®

! ^
'

: 

廳
に
技
師€ >

派
遣
協
助
を
請
願
す
-る
も
と
ぞ
得0
。
：ニ

ベ
.
：

'
.
.

七
、
道
路
建
設
ば
成
る
可
ぐ
爾
期
を
利
用
し
、
民H

.

に
て
興
築
し
> 

施
エ
以
前
に
，.於
て
人
夫
’監
督
及
び
管
理
人
.の
.組

織

訓

練

.を
充 

分
に
し
、
土
事
量
に
ょ
.り
^

數
分
配
を
行
ひ
"

完H

期
限
を
豫
定
し
、.
全
，.

H

事
を
連
絡
進
行
せ
し
め
、
定
期
完
成
を
期
す
ベ
し
。

,'
:
'八
、
“

槊
*.

渠
の
石H

事
も
.土 H

事
i
同
時
に
起
H

U
、
全
路
の
岗
時
完
成
を
期
し
通
車
に
使
す
べ
し
0

: 
r 

九
、
櫥
梁
溝
渠
の
建
設̂:
は

，

現
地
#:
料

購

入

.‘を

最

も

®
濟
的
i
な
す
9
.共
の
設
.ft
は
河
流
及
び
材
料
如
何
を
考
慮.の
上
，に
て

決
定
す 

る
を
要
す
a
.普
通
の
線
梁
溝
渠
は
建
設§

定
«>
標
準
に
よ
り
各
區
縣
良
ら
建
設
し
？
特
殊

H

事

の

も

，
の
^̂
^

求

す

る

こ

と

得

。

十
、
舊
式
道
路
の
改
修
に
際
し
て
も
第
四
條
規
定
の
標
準
に
よ
り
可
能
な
る
範
圍
內
に
於
て
共
の
路
線
勾
配

*橋
梁
溝
渠
を
改
善
し
、 

漸
次
正
式
公
路
標
準
に

r

致
を
圖
る
べ
し
。

十一
、

旣
成
公
路
に
對
し
て
は
平
坐
注
意
修
築
を
加
へ
、
特
設
の
養
路
機
關
な
き
か
或
は
養
路
機
關
の
力
及
ば
ざ
る
時
は
、
保
甲
制 

度
に
よ
り
民
衆
の
養
路
隊
を
組
織
し
責
任
分
檐
の
上
養
路
に
協
力
す

』(

2)

.

.と
。

C
2)

前
揭
個
所
。

思
ふ
に
此
の
方
案
は
、
前
項
に
述
べ
た
種
々
の
批
評
や
提
案
を
可
な
り
多
く
容
れ
て
居
る
が
如
く
で
あ
っ
て
、
今
後
の
遮
設
運
動
の 

继
展
に
對
す
る
障
碍
は
之
に
よ
っ
て
餘
程
輕
減
又
は
緩
和
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ら
ぅ
。
併
し
、
資
金
調
達
上
の
困
難
は
之
に
よ
っ
て
は
未 

だ
毫
も
解
決
を
見
て
居
る
譯

：

で
は
な
く
、
そ
れ
は
今
後
も
依
然
と
し
て
殘
存
す
る
で
あ
ら
う
。

ナ
ス
那
に
於
け
る
道
路
趙
設
に
就
て 

：

三

五

(
一

九
三)


